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彦根藩扶持人の存在形態

は
じ
め
に

近
世
社
会
に
お
い
て
は
、
あ
る
特
定
の
能
力
を
も
っ
て
大
名
家
な
ど
の
御
用
を

務
め
た
「
御
用
達
」「
御
用
宿
」
や
「
扶
持
人
」
と
呼
ば
れ
る
町
人
や
百
姓
が
存

在
し
た
。
こ
れ
ら
の
者
に
関
す
る
研
究
で
は
、
領
主
層
と
領
民
を
つ
な
ぐ
中
間
支

配
機
構
と
し
て
の
役
割
・
特
質
に
注
目
し
た
岩
城
卓
二
氏
ら
の
一
連
の
研
究
や
、

領
主
層
の
財
政
面
で
の
資
金
調
達
や
物
資
調
達
に
あ
た
っ
た
御
用
達
商
人
に
関
す

る
研
究
蓄
積
が
み
ら
れ
る
）
1
（

。
し
か
し
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
よ
う
な
大
名
家
の

「
御
用
」
を
つ
と
め
る
こ
と
で
「
扶
持
」
を
得
て
い
た
職
人
を
対
象
と
し
た
研
究

は
数
少
な
い
）
2
（

。

大
名
家
か
ら
「
扶
持
」
を
得
て
い
た
具
足
師
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
宮
崎
隆
司

氏
に
よ
る
奈
良
在
住
職
人
に
関
す
る
専
論
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
奈
良
在
住
の
熊

本
細
川
家
・
高
松
松
平
家
・
越
後
髙
田
松
平
家
・
岸
和
田
岡
部
家
・
紀
州
徳
川
家

か
ら
「
扶
持
」
を
得
て
い
た
具
足
屋
（
師
）
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
と
り

わ
け
細
川
家
に
仕
え
た
「
春
田
又
左
衛
門
」
に
注
目
し
て
、
そ
の
特
徴
を
「
御
扶

持
人
」
で
あ
る
が
、
藩
士
同
様
に
「
知
行
百
石
」
を
熊
本
藩
領
に
お
い
て
拝
領
し

て
い
た
こ
と
、
そ
の
役
割
は
藩
主
の
趣
向
・
注
文
に
応
え
た
具
足
制
作
だ
け
で
は

な
く
、
奈
良
の
有
力
寺
社
へ
の
「
取
次
」
を
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

し
か
し
、「
御
扶
持
人
」
で
あ
り
、
か
つ
「
知
行
百
石
」
を
得
る
こ
と
で
、「
春

田
又
左
衛
門
」
が
ど
の
よ
う
な
身
分
的
位
置
づ
け
に
な
る
か
の
言
及
は
な
い
。
ま

た
、
本
稿
で
論
じ
る
彦
根
藩
の
具
足
師
春
田
家
に
つ
い
て
も
言
及
が
あ
る
が
、
拙

稿
に
よ
り
紹
介
し
た
史
料
）
3
（

を
も
と
に
、
奈
良
具
足
師
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
る

の
み
で
あ
り
、
そ
の
身
分
的
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
全
く
論
じ
て
は
い
な
い
。

そ
の
た
め
本
稿
で
は
、
彦
根
藩
の
「
細
工
御
用
」
を
勤
め
た
在
村
具
足
師
と
し

て
の
春
田
家
の
職
分
の
実
態
と
、
村
社
会
で
の
春
田
家
の
地
位
の
変
化
に
と
も
な

い
生
じ
た
争
論
の
分
析
に
よ
り
、
領
主
の
「
御
用
」
を
つ
と
め
る
者
へ
の
藩
側
の

対
応
を
検
討
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
、「
御
用
」
を
つ
と
め
る
「
扶
持
人
」
の
近
世

社
会
に
お
け
る
身
分
的
位
置
づ
け
と
、
そ
の
存
在
意
義
を
考
察
す
る
こ
と
を
課
題

と
す
る
。

な
お
、
彦
根
藩
に
お
け
る
「
扶
持
人
」
に
つ
い
て
は
、
幕
末
期
に
作
成
さ
れ
た

「
彦
根
藩
切
米
扶
持
書
上
）
4
（

」
に
よ
る
と
、
本
稿
で
述
べ
る
「
細
工
御
用
」
を
つ
と

め
た
と
推
測
さ
れ
る
「
御
細
工
人
」（
十
六
俵
二
人
扶
持
）
と
並
記
さ
れ
る
「
御

鉄
砲
方
下
役
」「
御
用
米
御
蔵
手
代
」「
御
料
理
人
」「
御
餌
指
」「
塩
噌
役
」
な
ど

や
、
十
俵
二
〜
三
人
扶
持
前
後
の
「
御
勘
定
人
御
雇
」「
大
坂
御
蔵
下
役
」「
柳
ヶ

彦
根
藩
扶
持
人
の
存
在
形
態

─
具
足
師
春
田
家
の
職
分
・
身
分
と
村
社
会

─

母　

利　
　

美　

和
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瀬
口
留
番
」「
大
洞
番
人
」「
所
々
御
山
廻
り
」
な
ど
が
「
扶
持
人
」
で
あ
る
可
能

性
が
あ
る
が
、
そ
の
実
態
は
、
ほ
と
ん
ど
未
解
明
で
あ
る
）
5
（

。

一　

春
田
家
の
由
緒

春
田
家
先
祖
の
由
緒　

春
田
家
は
、
江
戸
時
代
に
彦
根
藩
井
伊
家
の
武
具
御
用

を
代
々
勤
め
た
具
足
師
で
あ
る
。
井
伊
家
に
仕
え
る
前
の
春
田
家
先
祖
の
経
歴
は

不
確
か
な
点
が
多
い
が
、
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
に
春
田
家
五
代
目
六
左
衛
門

が
彦
根
藩
筋
奉
行
藤
田
四
郎
左
衛
門
へ
提
出
し
た
「
春
田
家
由
緒
事
書
）
6
（

」
や
春
田

家
八
代
目
幾
之
助
が
文
化
年
間
に
作
成
し
た
「
覚
（
甲
冑
武
具
細
工
春
田
家
由
緒

書
）
7
（

）」
に
よ
れ
ば
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

春
田
家
の
先
祖
は
愛
知
郡
平
松
村
（
現
愛
荘
町
平
松
）
で
佐
々
木
（
六
角
）
氏

頼
に
「
武
具
奉
行
」
と
し
て
仕
え
た
「
平
松
家
政
」
を
元
祖
と
す
る
。
以
来
、

代
々
佐
々
木
家
・
織
田
家
・
豊
臣
家
な
ど
に
仕
え
た
。
九
代
目
の
「
平
松
家
明
」

の
時
、
大
和
国
の
具
足
師
「
春
田
石
見
）
8
（

」
の
娘
を
妻
に
迎
え
た
縁
に
よ
り
、「
春

田
伝
」
の
甲
冑
細
工
技
術
を
伝
授
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
十
代
目
は
「
村
田

弥
四
郎
」
を
称
し
、
平
松
村
を
去
り
土
橋
村
（
現
愛
荘
町
石
橋
）
に
引
越
し
「
武

具
細
工
」
を
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
信
長
の
近
江
進
出
に
よ
り
御
目
見
え
し
、

「
御
召
具
足
」
の
製
作
を
命
じ
ら
れ
差
し
上
げ
た
。
そ
れ
に
よ
り
召
し
出
さ
れ
、

「
知
行
二
百
石
」
と
山
塚
村
（
現
愛
荘
町
石
橋
）
に
「
一
町
四
方
」
の
屋
敷
地
を

給
わ
っ
た
。
こ
こ
が
、
以
後
代
々
、
後
の
春
田
家
の
具
足
師
と
し
て
の
拠
点
と
な

る
。「

村
田
弥
四
郎
」
の
「
惣
領
清
右
衛
門
」
も
安
土
へ
出
仕
し
「
御
細
工
御
用
」

を
勤
め
た
が
、
信
長
の
死
後
は
秀
吉
に
仕
え
、「
継
目
之
御
朱
印
」
と
「
江
州
一

ケ
国
諸
職
人
役
儀
之
巻
物
」
を
拝
領
し
た
と
い
う
が
、
関
ヶ
原
陣
の
際
、
朱
印
は

屋
敷
と
と
も
に
焼
失
し
た
。
秀
吉
か
ら
命
じ
ら
れ
た
と
い
う
「
江
州
一
ケ
国
諸
職

人
役
儀
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
役
儀
で
あ
る
か
不
明
で
あ
る
が
、
近
江
に
お
け
る

具
足
師
を
は
じ
め
と
す
る
「
諸
職
人
」
の
頭
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
か
。

初
代
村
田
弥
四
郎
の
井
伊
家
へ
の
召
出　

春
田
家
が
井
伊
家
に
仕
え
た
時
期
は
、

伝
存
す
る
由
緒
書
に
よ
り
異
な
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。

ま
ず
「
春
田
家
由
緒
事
書
」
で
は
、
井
伊
直
政
の
時
、
十
代
目
弥
四
郎
の
惣
領

清
右
衛
門
が
直
政
に
御
目
見
し
、「
御
召
領
之
た（

様

）

め
し
御
具
足
二
領
」
の
制
作
を

命
じ
ら
れ
た
と
す
る
。
そ
の
後
、
直
政
の
娘
婿
で
あ
る
松
平
忠
吉
（
徳
川
家
康
四

男
、
清
洲
藩
主
）
に
も
紹
介
さ
れ
、
様
具
足
を
持
参
し
、
忠
吉
の
御
前
で
披
露
し

た
と
い
う
。
様
具
足
と
は
、
兜
や
胴
に
鉄
砲
を
試
射
さ
せ
た
甲
冑
で
、
当
時
、
鉄

砲
が
中
心
と
な
る
戦
法
変
化
の
中
、
銃
弾
に
絶
え
う
る
強
度
を
確
認
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。
清
右
衛
門
の
も
の
は
、「
玉
請
能
御
座
候
」
と
み
ご
と
に
玉
を
受
け
留

め
た
た
め
、
忠
吉
か
ら
「
黄
金
三
枚
并
呉
服
」
を
拝
領
し
た
と
伝
え
る
。

も
う
一
つ
の
由
緒
書
「
覚
（
甲
冑
武
具
細
工
春
田
家
由
緒
書
）」
で
は
、
清
右

衛
門
の
父
土
橋
四
郎
左
衛
門
（
初
め
弥
四
郎
）
が
「
慶
長
年
中
」
に
直
政
に
お
目

見
え
し
、「
御
召
具
足
」
の
制
作
を
命
じ
ら
れ
差
し
上
げ
、「
御
擬
五
拾
表
五
人
扶

持
」
を
下
さ
れ
た
と
す
る
）
9
（

。

ま
た
、
明
治
四
年
（
一
八
七
二
）
に
春
田
家
が
彦
根
藩
に
提
出
し
た
「
藩
士
戸

籍
）
10
（

」
で
は
、
初
代
を
「
土
橋
四
良
左
衛
門
」
と
し
、
召
出
の
時
期
は
慶
長
十
八
年

（
一
六
一
三
）
と
す
る
）
11
（

。「
藩
士
戸
籍
」
が
召
し
出
し
と
し
た
慶
長
十
八
年
は
、
す

で
に
井
伊
直
政
が
死
去
し
、
嫡
子
直
継
の
時
代
で
あ
り
、
松
平
忠
吉
も
慶
長
十
二

年
に
死
去
し
て
お
り
、「
春
田
家
由
緒
事
書
」
の
記
事
と
の
齟
齬
が
あ
る
。

い
ず
れ
の
由
緒
書
も
確
た
る
根
拠
が
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
矛
盾
が
多
い
。
し

か
し
、
井
伊
家
が
慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
に
佐
和
山
に
入
封
し
た
後
、
春
田
家
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の
先
祖
が
慶
長
期
に
井
伊
家
に
召
し
抱
え
ら
れ
た
こ
と
は
共
通
し
て
い
る
。

二
代
目
村
田
（
春
田
）
清
右
衛
門　

そ
の
後
、
初
代
弥
四
郎
の
惣
領
村
田
清
右

衛
門
が
大
坂
の
陣
に
出
陣
し
た
二
代
井
伊
直
孝
に
取
り
立
て
ら
れ
、
後
に
、
母
方

の
系
譜
に
連
な
る
「
春
田
」
と
改
名
を
命
じ
ら
れ
た
と
い
う
。

三
代
目
春
田
堅
之
丞　

し
か
し
、
二
代
目
清
右
衛
門
が
病
死
し
た
た
め
、
若
狭

小
浜
藩
の
京
極
高
次
に
仕
え
、
知
行
一
〇
〇
石
一
〇
人
扶
持
を
得
て
い
た
清
右
衛

門
の
弟
村
田
堅
之
丞
が
召
し
返
さ
れ
春
田
家
を
継
ぎ
、
切
米
五
十
俵
五
人
扶
持
を

得
て
「
鍛
冶
奉
行
）
12
（

」
と
な
り
、
彦
根
城
下
の
細
工
町
へ
引
っ
越
し
た
。
寛
永
年
中

に
は
京
橋
口
御
門
の
「
御
鉄
物
御
用
」
を
命
じ
ら
れ
、
藩
主
直
孝
の
「
御
召
具

足
」
を
制
作
し
た
。

四
代
目
春
田
猪
左
衛
門
と
伝
之
丞　

し
か
し
、
こ
の
三
代
目
堅
之
丞
が
早
世
し

た
た
め
、
幼
少
で
あ
っ
た
猪
左
衛
門
（
堅
之
丞
の
甥
、
清
右
衛
門
子
息
カ
）
と
伝

之
丞
（
堅
之
丞
の
息
男
）
の
二
人
は
、
母
方
の
縁
筋
で
あ
る
大
和
国
春
田
家
で
養

育
さ
れ
た
。
二
人
は
成
人
後
、
細
工
技
術
を
修
得
し
、
の
ち
に
大
和
国
高
取
藩
主

の
植
村
家
政
か
ら
松
平
信
綱
（
幕
府
老
中
）
へ
紹
介
さ
れ
幕
府
細
工
人
に
召
し
抱

え
を
命
じ
ら
れ
た
が
、
元
井
伊
家
の
扶
持
人
で
あ
っ
た
こ
と
上
申
し
、
旗
本
石
谷

十
蔵
の
仲
介
に
よ
り
井
伊
家
へ
召
し
返
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
猪
左
衛
門
は
「
鍛

冶
役
」、
一
〇
石
二
人
扶
持
と
な
り
、
伝
之
丞
は
「
鎚
手
伝
」
と
し
て
一
人
扶
持

を
与
え
ら
れ
た
。
そ
の
上
で
、
他
国
細
工
を
許
さ
れ
、
三
代
井
伊
直
澄
の
御
召
し

の
「
た
め
し
具
足
」
を
命
じ
ら
れ
た
と
い
う
。

猪
左
衛
門
・
伝
之
丞
の
履
歴
に
つ
い
て
は
、「
春
田
家
由
緒
事
書
）
13
（

」
に
「
御
番

具
足
千
領
・
御
旗
指
之
具
足
七
拾
二
領
七
十
人
衆
之
甲
繕
」
を
命
じ
ら
れ
、「
拾

三
年
ニ
仕
立
」
た
と
す
る
こ
と
、「
覚
（
甲
冑
武
具
細
工
春
田
家
由
緒
書
）」
で
は
、

「
慶
安
年
中
御
番
具
足
千
領
・
七
十
人
具
足
七
拾
二
領
」
を
命
じ
ら
れ
た
と
す
る

こ
と
が
共
通
す
る
記
事
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。「
御
番
具
足
千
領
」
と
は
非
常
時

に
備
え
足
軽
な
ど
へ
供
与
す
る
具
足
と
考
え
ら
れ
、「
七
十
人
具
足
」
と
は
旗
指

を
担
う
徒
士
「
七
十
人
衆
」
の
具
足
の
こ
と
で
あ
り
、「
七
十
二
領
」
は
二
領
の

予
備
か
徒
士
頭
の
分
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
足
軽
な

ど
の
具
足
、
旗
指
徒
士
七
十
人
衆
の
甲
繕
い
を
十
三
年
で
仕
立
て
た
と
し
、
彦
根

藩
の
下
級
武
士
の
具
足
整
備
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

こ
れ
ら
由
緒
書
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
齟
齬
も
多
く
信
憑
性
が
疑
わ
れ
る
部
分

も
あ
る
が
、
な
か
で
も
足
軽
具
足
制
作
と
彼
ら
の
召
し
出
し
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

を
指
示
し
た
藩
主
直
孝
の
指
令
書
に
よ
り
裏
付
け
ら
れ
、
あ
な
が
ち
事
実
無
根
で

は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

彦
根
藩
で
は
、
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
頃
か
ら
江
戸
に
い
た
藩
主
直
孝
の
指

示
に
よ
り
、
足
軽
具
足
や
旗
指
具
足
の
整
備
を
急
い
で
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
）
14
（

。

そ
の
た
め
、
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
四
月
八
日
に
は
、
在
江
戸
の
直
孝
が
、
国

元
家
老
に
指
示
し
た
書
下
）
15
（

で
は
、
次
の
よ
う
に
指
令
し
て
い
る
。

一 

足
軽
具
足
下
地
、
南
之
郡
大
橋
村
片
之
丞
お（
甥
）い
に
申
し
つ
け
ら
る
旨
も
っ
と

も
に
候
、
彼
の
者
、
片
（
堅
カ
）之
丞
よ
り
た（

様

）

め
し
具
足
上
手
の
由
、
重
宝
な
る
ニ
て

候
間
、
た
め
し
具
足
申
付
た
め
さ
セ
見
候
而
、
弥
玉
う
け
な
と
能
上
手
ニ
而

候
ハ
ヽ
扶
持
人
に
仕
置
、
他
国
ゟ
調
候
ハ
ヽ
夫
も
身
過
ニ
而
候
間
、
仕
候
様

ニ
可
被
申
付
、
ふ
ち
切
米
之
義
、
重
而
可
被
申
聞
事

「
南
之
郡
大
橋
村
」
と
は
「
土
橋
村
）
16
（

」
の
誤
伝
の
可
能
性
も
あ
り
不
明
で
あ
る

が
、
藩
領
北
・
中
・
南
三
筋
の
内
「
南
筋
」
の
村
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
「
片
之
丞

お（
甥
）い

」
と
は
、「
片
」
の
音
が
「
堅
」
と
通
じ
る
こ
と
か
ら
、「
堅
之
丞
」
を
「
片

之
丞
」
と
誤
伝
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
村
田
堅
之
丞
の
甥
の
猪
左
衛
門

に
「
足
軽
具
足
」
の
下
地
制
作
を
命
じ
た
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。「
具
足
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下
地
」
は
甲
冑
の
金
物
下
地
で
あ
り
、
鍛
鉄
に
よ
る
鍛
冶
場
制
作
で
あ
る
。

こ
の
書
下
に
よ
れ
ば
、
猪
左
衛
門
は
、「
た
め
し
具
足
」
の
技
量
が
、
初
代
村

田
清
右
衛
門
の
死
後
に
若
狭
小
浜
藩
京
極
家
か
ら
彦
根
に
呼
び
戻
し
た
叔
父
村
田

堅
之
丞
よ
り
も
「
上
手
」
と
の
情
報
に
よ
り
、「
た
め
し
具
足
」
を
作
ら
せ
、
上

手
に
制
作
で
き
れ
ば
「
扶
持
人
」
に
取
り
立
て
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
二
年
後
の
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
に
は
、
細
工
所
に
お
い
て
「
足
軽

具
足
」
が
三
年
間
で
四
三
〇
領
が
完
成
し
た
と
さ
れ
、
直
孝
の
子
左
馬
介
（
井
伊

直
寛
）・
玄
蕃
頭
（
直
澄
）
の
「
た
め
し
具
足
」
の
下
地
を
「
春
田
猪
右
（
マ
マ
）衛
門
」

に
、
大
和
奈
良
の
林
久
兵
衛
に
具
足
将
束
の
仕
立
て
を
命
じ
、「
猪
左
衛
門
弟
（
マ
マ
）」

（
伝
之
丞
、
二
十
七
歳
）
が
猪
左
衛
門
に
劣
ら
ず
細
工
を
し
、
奉
公
し
た
い
と
望

む
の
で
扶
持
人
に
取
り
立
て
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
て
い
る
）
17
（

。

こ
れ
ら
直
孝
の
書
下
の
記
述
は
、
春
田
家
の
由
緒
書
に
よ
る
記
述
の
時
期
と
も

ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
お
そ
ら
く
、
こ
の
大
量
の
足
軽
具
足
制
作
や
「
た
め
し
具

足
」
を
仕
上
げ
た
こ
と
に
よ
り
、
猪
左
衛
門
・
伝
之
丞
二
人
の
細
工
技
量
が
認
め

ら
れ
「
扶
持
人
」
に
取
り
立
て
ら
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の

後
両
人
は
、「
細
工
所
」
に
お
い
て
「
慶
安
年
中
」
に
命
じ
ら
れ
た
「
御
番
具
足

千
領
・
七
十
人
具
足
七
拾
二
領
」
な
ど
を
仕
上
げ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

二　

春
田
家
の
職
分

四
代
目
猪
左
衛
門　

春
田
家
は
、
以
後
も
代
々
彦
根
藩
の
細
工
御
用
を
つ
と
め
、

延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
六
月
二
日
に
四
代
井
伊
直
興
が
「
御
鷹
野
」
に
出
向
い

た
際
、
山
塚
村
の
春
田
家
の
居
宅
へ
立
ち
寄
り
、
御
前
で
「
甲
之
試
し
」
を
矢
島

藤
七
）
18
（

に
命
じ
て
「
玉
二
つ
」
を
打
た
せ
た
と
こ
ろ
、「
玉
請
能
」
と
ご
機
嫌
の
上

覧
と
な
っ
た
と
い
う
。
ま
た
そ
の
技
量
が
認
め
ら
れ
た
も
の
か
、
後
掲
の
「
春
田

家
略
系
図
」
に
示
し
た
よ
う
に
、
延
宝
六
年
頃
に
は
、
三
代
目
堅
之
丞
の
次
男
で

あ
る
伝
之
丞
の
惣
領
が
彦
根
藩
足
軽
に
召
し
抱
え
ら
れ
、
明
治
維
新
ま
で
、
足
軽

の
家
と
し
て
存
続
し
た
の
で
あ
る
）
19
（

。
さ
ら
に
、
同
八
年
に
は
、
直
興
が
将
軍
宣
下

の
上
使
拝
命
に
際
し
て
「
頬
当
之
下
地
」
を
献
上
す
る
こ
と
と
な
っ
た
）
20
（

。

五
代
目
六
左
衛
門　

四
代
目
猪
左
衛
門
の
惣
領
五
代
目
六
左
衛
門
の
代
に
は
、

元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
に
、
直
興
の
「
様
シ
御
具
足
弐
領
」
を
命
じ
ら
れ
）
21
（

、
六

代
目
猪
左
衛
門
の
代
に
は
、
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
に
「
直
惟
様
御
召
具
足
一

領
」、
さ
ら
に
「
直
定
様
御
召
具
足
一
領
」
な
ど
、
歴
代
藩
主
の
着
用
具
足
の
制

作
を
命
じ
ら
れ
た
。
春
田
家
の
伝
来
古
文
書
の
中
に
は
、
詳
細
な
具
足
仕
様
を
記

し
た
「
御
召
御
具
足
御
注
文
）
22
（

」
も
見
ら
れ
る
。

六
代
目
猪
左
衛
門　

し
か
し
、
そ
の
後
は
着
用
具
足
の
御
用
も
少
な
く
な
り
、

享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
八
月
に
は
、
六
代
目
猪
左
衛
門
は
「
近
年
御
用
細
工

あ
い
務
め
ざ
る
に
つ
き
渡
世
難
儀
」「
若
き
弟
子
共
細
工
不
鍛
錬
」
の
た
め
、「
御

番
具
足
」
な
ど
古
い
品
の
修
繕
御
用
を
務
め
た
い
と
、
願
書
を
「
御
細
工
所
」
へ

提
出
し
た
）
23
（

。
八
月
二
十
八
日
に
は
、
家
老
か
ら
細
工
奉
行
へ
許
可
が
出
さ
れ
、
二

十
九
日
に
ま
ず
「
久
々
捨
置
候
細
工
」
の
具
足
一
領
を
渡
さ
れ
、
九
月
九
日
に
修

繕
を
仕
上
げ
提
出
し
、
家
老
「
長
野
重（
十
）

郎
左
衛
門
」
へ
御
覧
に
入
れ
、「
手
際
よ

く
候
」
と
の
御
意
を
得
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
「
年
五
領
」
の
繕
い
を
命
じ
ら
れ
、

十
一
月
十
一
日
に
は
仕
上
げ
、
十
二
月
二
十
九
日
に
銀
二
九
〇
匁
を
下
さ
れ
、
翌

年
二
月
か
ら
「
古
御
番
具
足
二
十
領
」
の
修
繕
を
命
じ
ら
れ
た
）
24
（

。

表
①
は
、
六
代
目
猪
左
衛
門
と
七
代
目
堅
之
丞
が
、
享
保
二
十
年
か
ら
宝
暦
十

三
年
（
一
七
四
三
）
ま
で
「
古
御
番
具
足
下
地
繕
」
の
御
用
を
務
め
た
数
量
・
代

銀
高
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
年
に
よ
り
数
量
・
一
領
あ
た
り
の
代
銀
高
の
ば
ら

つ
き
は
あ
る
が
、
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
に
急
激
に
注
文
数
量
・
代
銀
高
が
減
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少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
宝
暦
五
年
に
十
代
井
伊
直
幸
が
藩
主
に
就
任
し
た
こ
と
に

よ
り
始
ま
っ
た
財
政
改
革
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
）
25
（

、
御
番
具
足
の
修
復
が

細
々
で
あ
り
な
が
ら
も
継
続
さ
れ
た
の
は
、
具
足
師
と
し
て
の
春
田
家
の
技
術
継

承
が
彦
根
藩
と
し
て
も
重
視
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

七
代
目
堅
之
丞　

宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
か
ら
受
注
者
が
変
わ
る
の
は
、
同

年
に
堅
之
丞
が
親
猪
左
衛
門
の
跡
式
を
相
続
し
た
た
め
で
あ
る
。
安
永
十
年
二
月

に
堅
之
丞
が
藩
に
提
出
し
た
由
緒
書
に
よ
れ
ば
）
26
（

、
堅
之
丞
は
、
一
〇
俵
二
人
扶
持

で
御
武
器
御
修
復
細
工
筋
を
命
じ
ら
れ
、
同
十
年
に
は
直
幸
の
京
都
上
使
拝
命
）
27
（

に

し
た
が
い
、「
御
咽
輪
下
地
」
を
献
上
、
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
に
起
こ
っ
た

「
御
細
工
矢
倉
」（
佐
和
口
多
聞
櫓
）
焼
失
）
28
（

の
際
に
は
、
次
の
よ
う
に
焼
具
足
の
鍛

え
直
し
な
ど
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
）
29
（

。

□（
十
）五

以
前
（
明
和
四
亥
年
）、
御
細
工
矢
倉
御
焼
ニ
付
、
御
具
足
焼
失
仕
候
、

御
用
立
候
分
勝
り
出
シ
、
八
十
六
領
出
来
、
出
精
仕
候
ニ
付
為
御
褒
美
米
弐

俵
頂
戴
仕
候
、
猶
又
手
伝
分
御
扶
持
而
壱
人
ふ
ち
頂
戴
仕
候

ま
た
、
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
に
は
、
若
殿
様
（
井
伊
直
富
）
の
御
召
具
足

を
制
作
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
十
二
月
に
は
、「
御
武
器
御
手
入
御
用
」
を

つ
と
め
た
た
め
「
金
百
疋
拝
領
」、
ま
た
同
四
年
に
も
「
数
年
御
用
出
精
」
に
よ

り
三
俵
加
増
さ
れ
、
さ
ら
に
同
十
二
年
に
も
「
御
武
器
御
手
入
御
用
」
に
よ
り

「
米
札
金
百
疋
」
を
拝
領
し
て
い
る
。

八
代
目
城
之
助　

八
代
目
城
（
幾
・
条
）
之
助
は
、
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）

に
「
親
手
筋
之
細
工
相
応
」
と
し
て
「
壱
人
扶
持
」
を
下
さ
れ
「
鎚
打
役
」
を
命

じ
ら
れ
、
同
十
二
年
に
親
と
と
も
に
「
御
武
器
御
手
入
御
用
出
精
」
に
よ
り
「
米

札
金
百
疋
拝
領
」
し
た
。
翌
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
に
は
、
父
堅
之
丞
の
病
死

に
よ
り
相
続
し
、
十
五
俵
二
人
扶
持
と
な
り
、
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
三
月
、

十
一
代
井
伊
直
中
の
京
都
上
使
の
際
、
吉
例
の
通
り
、「
御
咽
輪
下
地
」
を
制
作

し
献
上
、
同
八
年
に
は
、「
御
番
具
足
」
の
「
新
出
来
」、
つ
ま
り
新
調
を
命
じ
ら

れ
、
同
九
年
か
ら
徐
々
に
具
足
制
作
に
従
事
し
た
と
い
う
。
こ
の
時
期
、
異
国
船

が
日
本
近
海
に
し
ば
し
ば
渡
来
し
、
蝦
夷
地
を
襲
撃
す
る
と
い
う
状
勢
の
な
か
、

表①　御番具足下地繕の年次別一覧

修繕年 数量 代銀 受注者

享保20年 6 290匁 猪左衛門

元文元年 20 987匁 同上

元文 2年 5 386匁 同上

元文 3年 3 195匁 同上

元文 4年 10 486匁 同上

元文 5年 10 469匁 同上

寛保元年 10 395匁 同上

寛保 2年 10 382匁 同上

寛保 3年 10 351匁 同上

延享元年 5 191匁 同上

延享 2年 5 255匁 同上

延享 3年 5 320匁 同上

延享 4年 5 230匁 同上

寛延元年 5 151匁 同上

寛延 2年 5 194匁 同上

寛延 3年 5 227匁 同上

宝暦元年 5 230匁 同上

宝暦 2年 5 258匁 同上

宝暦 3年 5 260匁 同上

宝暦 4年 5 260匁 同上

宝暦 5年 5 215匁 同上

宝暦 6年 2 38匁8分 同上

宝暦 7年 5 90匁6分 同上

宝暦 8年 3 59匁9分 堅之丞

宝暦 9年 3 55匁 同上

宝暦10年 5 83匁 同上

宝暦11年 3 57匁5分 同上

宝暦12年 3 52匁 同上

宝暦13年 3 58匁8分 同上

合　計 171

＊「享保二十年御用留日記」（春田55・29）お
よび「宝暦七年御修復御用留」（春田37）をも
とに作成。
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彦
根
藩
で
は
二
代
直
孝
以
来
の
密
命
と
し
て
の
京
都
守
護
に
備
え
軍
備
整
備
・
軍

制
改
革
を
お
こ
な
っ
て
い
た
時
期
で
あ
り
、「
御
番
具
足
」
の
新
調
は
こ
う
し
た

状
勢
へ
の
対
応
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
後
、
歴
代
の
記
録
は
由
緒
書
を
欠
く
が
、
明
治
四
年
の
廃
藩
に
至
る
ま
で
、

彦
根
藩
の
「
細
工
御
用
」（
具
足
師
）
と
し
て
の
地
位
は
存
続
し
た
。

三　

春
田
家
の
身
分
と
村
社
会

春
田
家
の
身
分　

彦
根
藩
井
伊
家
の
「
細
工
御
用
」（
具
足
師
）
を
務
め
る

「
扶
持
人
」
と
い
う
立
場
は
、
春
田
家
の
屋
敷
お
よ
び
鍛
冶
場
が
存
在
し
た
山
塚

村
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
身
分
的
位
置
を
し
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
被
官
」
争
論　

元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
に
は
、
藩
と
の
関
係
に
お
い
て
は

「
近
年
御
細
工
御
用
も
ご
ざ
な
く
候
）
30
（

」
と
い
う
状
態
と
な
っ
て
お
り
、
明
和
四
年

（
一
七
六
七
）
に
は
、
村
内
で
の
村
人
と
春
田
家
と
の
「
被
官
」
関
係
や
春
田
家

へ
の
「
殿
付
」
呼
称
を
め
ぐ
る
争
論
が
あ
っ
た
。
こ
の
頃
に
は
、
村
人
の
中
に
は

断
絶
や
移
住
な
ど
で
作
人
の
変
化
が
あ
り
、
春
田
家
と
の
被
官
意
識
の
な
い
も
の

も
現
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
次
の
史
料
は
、
明
和
四
年
十
月
に
、
七
代
目
春
田

堅
之
丞
が
、
彦
根
藩
の
町
人
代
官
片
木
弥
次
兵
衛
）
31
（

へ
提
出
し
た
願
書
で
あ
る
）
32
（

。

　
　

乍
恐
以
書
付
御
願
奉
申
上
候

一 

拙
者
儀
、
御
影
ヲ
以
数
代
奉
蒙
御
厚
恩
、
冥
加
至
極
難
有
仕
合
ニ
奉
存
候
、

別
而
当
春
宗
門
御
改
御
帳
面
へ
名
字
書
載
申
度
段
御
願
奉
申
上
候
処
、
願
之

通
被
為
仰
付
被
下
置
、
重
々
難
有
奉
存
候
、
然
所
、
此
度
当
月
十
三
日
、
当

村
甚
右
衛
門
与
申
者
、
拙
者
方
へ
参
り
候
而
申
候
ハ
、
今
晩
村
中
不
残
道
場

へ
寄
合
致
、
其
元
被
官
筋
ニ
而
無
之
段
ヲ
対
談
可
致
候
間
、
罷
出
候
様
ニ
と

申
候
得
共
、
拙
者
儀
、
御
細
工
方
御
用
ニ
御
当
地
へ
罷
越
候
而
其
場
へ
参
り

不
申
候
、
留
守
内
へ
使
指
越
、
妻
ニ
罷
出
候
様
ニ
度
々
申
越
候
得
共
、
留
守

之
儀
ニ
而
候
間
、
得
参
り
申
間
敷
由
返
答
仕
候
、
然
ル
所
、
元
同
姓
伝
右
衛

門
与
申
者
方
へ
呼
ニ
指
越
候
得
共
、
伝
右
衛
門
儀
、
折
節
私
弟
別
宅
ニ
罷
有
、

喜
八
与
申
者
并
元
同
姓
喜
右
衛
門
伜
子
源
五
郎
与
申
者
、
右
両
人
へ
又
四

郎
・
善
四
郎
・
弥
兵
衛
・
甚
右
衛
門
、
右
四
人
頭
取
罷
在
候
ハ
、
村
中
堅
之

丞
被
官
之
由
申
候
得
共
、
左
様
之
儀
ハ
壱
人
も
無
之
間
、
村
中
不
残
左
様
相

心
得
、
此
上
名
字
ハ
何
を
名
乗
候
共
、
又
ハ
奢
ケ
間
敷
儀
致
候
共
、
何
ニ
不

寄
指
図
ハ
請
不
申
候
、
向
後
ハ
堅
之
丞
儀
平
百
姓
並
ニ
候
間
、
堅
之
丞
へ
対

シ
末
々
之
者
ニ
至
迄
、
殿
付
者
致
間
敷
由
申
付
、
此
以
後
、
若
堅
之
丞
へ
殿

付
ヲ
も
致
候
者
有
之
候
ハ
ヽ
、
其
者
を
致
方
も
有
之
由
、
右
四
人
申
渡
し
候
、

依
之
、
右
寄
合
候
者
共
も
様
々
之
悪
言
紙
上
ニ
難
尽
御
座
候
、
夫
よ
り
于
今

到
り
様
々
悪
言
申
候
、
右
之
趣
ニ
御
座
候
間
、
何
分
拙
者
難
相
立
御
座
候
ニ

付
、
御
吟
味
被
仰
付
、
先
規
之
通
被
官
人
筋
相
違
無
御
座
段
被
為
仰
付
被
下

置
候
様
奉
願
上
候
、
此
段
宜
被
仰
上
可
被
下
候
、
以
上

　
　
　

明
和
四
年
亥
十
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

春
田
堅
之
丞

　
　

御
代
官

　
　
　

片
木
弥
次
兵
衛
殿

願
書
の
主
旨
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

明
和
四
年
十
月
十
三
日
、
村
中
の
者
が
道
場
に
寄
合
、
村
中
の
者
は
春
田
家
に

対
し
て
「
被
官
筋
」
で
は
な
い
こ
と
を
対
談
し
た
い
の
で
、
春
田
家
へ
道
場
に
出

向
く
よ
う
求
め
た
が
、
当
主
堅
之
丞
は
「
御
細
工
方
御
用
」
の
た
め
城
下
へ
出
て

お
り
、
留
守
中
の
妻
も
都
合
が
つ
か
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
別
宅
に
い
る
堅
之

丞
の
弟
ら
に
対
談
協
議
の
「
頭
取
」
で
あ
る
「
又
四
郎
・
善
四
郎
・
弥
兵
衛
・
甚

右
衛
門
」
の
四
人
が
、
春
田
家
は
村
中
の
者
は
「
堅
之
丞
被
官
」
で
あ
る
と
言
う
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が
、
そ
の
よ
う
な
者
は
一
人
も
い
な
い
。
春
田
家
は
名
字
を
名
乗
り
奢
り
が
ま
し

く
し
て
い
る
が
、「
何
ニ
不
寄
指
図
ハ
請
」
け
な
い
。
今
後
「
堅
之
丞
義
平
百
姓

並
」
と
し
て
扱
い
、
村
中
の
末
々
の
者
ま
で
堅
之
丞
に
対
し
て
「
殿
付
」
呼
称
を

し
な
い
と
、
村
中
の
決
議
を
申
し
渡
し
た
。

そ
の
後
も
、
寄
合
の
者
ど
も
の
「
悪
言
」
が
続
い
た
た
め
、
堅
之
丞
は
「
何
分

拙
者
難
相
立
」
と
、
村
人
百
姓
は
す
べ
て
「
先
規
之
通
被
官
人
筋
」
で
あ
る
こ
と

を
、
代
官
へ
吟
味
を
願
っ
た
の
で
あ
る
。

藩
か
ら
の
「
細
工
御
用
」
の
減
少
の
一
方
で
、
村
内
で
の
相
対
的
地
位
の
低
下

は
、
具
足
制
作
を
家
業
と
し
て
き
た
春
田
家
に
と
っ
て
は
由
々
し
き
問
題
で
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
春
田
家
は
彦
根
藩
の
「
細
工
御
用
」
を
務
め
、「
春
田
」
の
名

字
を
許
さ
れ
た
由
緒
あ
る
「
扶
持
人
」
で
あ
っ
た
が
、
村
支
配
を
預
か
る
代
官
へ

願
書
を
提
出
す
る
こ
と
は
、
あ
く
ま
で
身
分
は
村
居
住
の
「
百
姓
」
で
あ
り
、
村

内
に
お
い
て
は
職
分
や
小
作
関
係
を
通
じ
た
村
人
と
の
関
係
が
薄
れ
る
に
つ
れ
、

そ
の
村
内
地
位
の
低
下
は
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
現
実
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

春
田
堅
之
丞
か
ら
の
訴
え
に
つ
い
て
、
彦
根
藩
で
は
代
官
が
受
理
し
た
願
書
の

報
告
を
う
け
、
筋
奉
行
か
ら
は
、
春
田
家
と
村
中
百
姓
ら
の
「
被
官
」
関
係
に
つ

い
て
証
拠
証
文
の
有
無
の
「
御
尋
」
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
、
明
和
五
年
五
月
に
次

の
よ
う
に
返
答
し
た
。

　
　
　

御
尋
ニ
付
乍
恐
以
書
付
奉
申
上
候

一 

当
村
私
被
官
筋
之
儀
、
御
吟
味
被
下
置
候
処
、
証
拠
印
付
之
書
付
等
無
御
座

候
得
共
、
田
畑
貰
請
候
例
ハ
無
御
座
、
被
官
筋
ニ
而
無
御
座
候
段
申
上
候
、

私
方
ニ
ハ
証
拠
印
付
之
証
文
取
置
、
元
禄
年
中

　

 

御
奉
行
様
御
吟
味
之
上
、
御
仕
置
被
仰
付
候
段
、
明
白
之
証
拠
御
座
候
、
後

代
右
躰
之
違
乱
出
来
仕
候
節
之
為
ニ
証
文
ニ
も
被
仰
付
被
下
置
□
と
奉
存
候
、

明
暦
年
中
御
水
帳
面
拾
八
人
之
名
前
御
座
候
内
、
六
人
断
絶
仕
候
者
共
、
田

畑
割
渡
シ
無
之
ヲ
幸
之
申
立
仕
候
而
、
不
審
之
儀
奉
申
上
候
へ
共
、
此
儀
者

六
人
之
者
へ
田
畑
割
渡
し
候
書
留
も
無
御
座
、
六
人
之
内
四
人
ハ
、
元
禄
五

年
之
出
入
以
前
ニ
断
絶
仕
候
、
七
右
衛
門
義
、
加
兵
衛
悴
子
勘
兵
衛
、
此
両

人
、
元
禄
之
連
印
ニ
ハ
入
候
へ
共
、
切
米
極
メ
之
者
故
、
田
畑
之
割
渡
し
無

御
座
候
、
自
身
買
求
メ
御
水
帳
面
ニ
入
申
候
、
其
外
連
印
ニ
入
申
候
内
ニ
も
、

仁
兵
衛
・
六
兵
衛
抔
も
右
之
通
之
者
故
、
割
渡
し
無
御
座
候
、
是
等
者
于
今

相
続
罷
在
候
、
七
右
衛
門
・
加
兵
衛
跡
之
儀
者
、
其
後
断
絶
仕
候
旨
、
村
方

代
々
書
ニ
ハ
載
不
申
候
、
跡
式
之
儀
者
別
紙
奉
申
上
候

　

 

右
之
通
ニ
御
座
候
ニ
付
、
六
人
之
割
渡
し
無
之
分
不
審
之
書
付
上
候
得
共
、

夫
々
勤
方
出
生
之
書
付
別
紙
を
以
明
白
成
処
奉
申
上
候
ニ
付
、
毛
頭
間
違
筋

無
御
座
候
、
明
暦
ゟ
元
禄
五
年
迄
之
間
之
儀
ハ
、
只
今
い
か
様
ニ
被
申
上
候

而
も
難
相
立
儀
と
奉
存
候
、
元
禄
五
年
御
吟
味
之
上
、
証
文
被
仰
付
御
吟
味

相
済
候
処
、
彼
是
証
拠
も
無
之
儀
ヲ
道
理
か
ま
し
く
被
申
上
候
儀
と
奉
存
候
、

六
人
之
者
共
断
絶
候
儀
、
別
紙
書
記
奉
指
上
候

　

 

乍
恐
何
分
右
元
禄
年
中
之
証
文
等
も
御
座
候
間
、
何
卒
先
規
之
通
相
立
候
様

被
仰
付
被
下
置
候
ハ
ヽ
難
有
忝
可
奉
存
候
、
以
上

　
　
　

明
和
五
年
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

春
田
堅
之
丞　

印

　
　
　
　
　
　

五
月
廿
二
日

　
　

御
奉
行
様

ま
ず
、
村
中
百
姓
ら
は
、「
被
官
筋
」
に
つ
い
て
奉
行
か
ら
「
御
吟
味
被
下
置

証
拠
印
付
之
書
付
」
な
ど
は
な
い
が
、「
田
畑
貰
請
候
例
」
は
な
く
、「
被
官
筋
」

で
は
な
い
と
申
し
立
て
て
い
る
が
、
私
方
に
は
「
証
拠
印
付
之
証
文
」
を
保
管
し

て
お
り
、「
元
禄
年
中
」（
元
禄
五
年
）
に
筋
奉
行
が
吟
味
し
た
上
で
、「
御
仕
置
」
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を
命
じ
ら
れ
た
こ
と
は
「
明
白
之
証
拠
」
が
あ
る
。
こ
の
証
文
は
、「
後
代
右
躰

之
違
乱
出
来
仕
候
節
之
為
」
の
も
の
と
し
て
下
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。

ま
た
、
彼
ら
の
主
張
は
、
明
暦
年
中
の
「
御
水
帳
面
」
に
載
せ
る
十
八
人
の
名

前
の
内
六
人
は
断
絶
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
（
六
人
）
の
者
へ
の
「
田
畑
割
渡

シ
」
が
な
い
こ
と
を
幸
い
に
（「
田
畑
貰
請
候
例
」）
が
な
い
と
（
村
中
百
姓
ら

が
）
申
し
立
て
い
る
の
で
あ
り
、（
私
は
）
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
「
不
審
」
で
あ

る
と
申
し
上
げ
て
い
る
の
で
あ
る
、
と
訴
え
る
。

そ
の
「
不
審
」
の
理
由
は
、
六
人
の
者
へ
「
田
畑
割
渡
し
）
33
（

」
の
書
留
（
証
文
）

は
な
い
が
、
六
人
の
内
の
四
人
は
「
元
禄
五
年
之
出
入
」
以
前
に
断
絶
し
て
お
り
、

（
そ
の
内
の
）
七
右
衛
門
と
加
兵
衛
の
悴
子
勘
兵
衛
、
こ
の
両
人
は
元
禄
の
（
出

入
り
の
）
連
印
に
入
っ
て
い
る
が
、「
切
米
極
メ
之
者
」（
春
田
家
か
ら
切
米
支
給

す
る
こ
と
カ
）
な
の
で
「
田
畑
割
渡
し
」
は
し
て
い
な
い
。
自
身
で
（
田
畑
を
）

買
求
め
て
「
御
水
帳
面
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
に
（
出
入
り
の
）
連
印

に
入
っ
て
い
る
者
の
内
に
も
、
仁
兵
衛
・
六
兵
衛
も
「
右
之
通
之
者
」（「
切
米
極

メ
之
者
」）
な
の
で
「
割
渡
し
」
は
な
く
、
現
在
ま
で
相
続
し
て
い
る
。「
七
右
衛

門
・
加
兵
衛
跡
」
に
つ
い
て
、
そ
の
後
断
絶
し
た
こ
と
は
「
村
方
代
々
書
」
に
は

記
録
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、「
跡
式
之
儀
」
は
別
紙
で
申
し
上
げ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
田
畑
割
渡
し
」
が
な
い
六
人
の
事
情
を
説
明
し
、
村
中
百
姓
ら

の
主
張
が
「
不
審
」
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
一
人
ひ
と
り
の
春
田
家
に
お
け
る
「
勤

方
」
や
「
出
生
」（
出
自
カ
）
に
つ
い
て
も
別
紙
に
記
載
し
た
通
り
明
白
だ
と
説

明
し
、「
元
禄
年
中
之
証
文
」
な
ど
も
存
在
し
て
い
る
の
で
、「
被
官
」
関
係
に
つ

い
て
「
何
卒
先
規
之
通
相
立
候
様
」
に
と
返
答
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
筋
奉
行
の
判
断
は
、「
被
官
」
関
係
は
「
御
吟
味
之
上
相
分
り
不
申

候
」、「
双
方
明
証
出
候
迄
御
役
所
江
御
預
り
」、「
追
々
明
証
出
候
迄
返
シ
申
事
仕

間
敷
候
」
と
、
双
方
と
も
明
確
な
証
拠
が
出
る
ま
で
「
御
預
り
」
と
な
っ
た
）
34
（

。
た

だ
し
、
そ
の
際
、「
尤
対
堅
之
丞
殿
家
不
敬
法
外
之
義
不
仕
、
万
端
相
慎
、
同
村

之
義
ニ
御
座
候
故
、
無
覆
蔵
深
切
ニ
可
仕
候
」
と
、「
堅
之
丞
殿
」
に
対
し
て

「
不
敬
法
外
之
義
」
が
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
、
今
後
は
慎
み
、
同
村
の
こ
と
で
も

あ
り
「
無
覆
蔵
深
切
」
に
す
る
と
「
請
書
」
を
提
出
し
て
い
る
。「
殿
付
」
に
つ

い
て
は
、「
請
書
」
中
に
も
付
け
ら
れ
て
い
る
。

結
局
、
筋
奉
行
は
「
元
禄
年
中
之
証
文
」
を
「
明
証
」
と
は
判
断
せ
ず
、
堅
之

丞
と
村
人
と
の
「
被
官
」
関
係
に
つ
い
て
は
決
着
が
つ
か
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由

は
不
明
で
あ
る
が
、「
田
畑
割
渡
し
」
が
な
い
六
人
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
あ
く

ま
で
春
田
家
側
の
言
い
分
で
あ
り
、「
明
証
」
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。
そ
の
た
め
、
村
内
で
の
「
被
官
筋
」
を
め
ぐ
る
問
題
は
そ
の
後
も
く
す
ぶ

り
続
け
る
こ
と
に
な
る
。

「
被
官
」
再
争
論　

享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）、
山
塚
村
中
の
百
姓
ら
と
春
田
家

の
間
で
「
被
官
」
関
係
を
め
ぐ
る
争
論
が
再
び
起
こ
っ
た
。
こ
の
争
論
で
は
、
春

田
家
は
「
被
官
出
入
」
に
関
す
る
文
書
を
留
め
た
「
十
通
証
拠
留
）
35
（

」
を
作
成
し
て

提
出
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
争
論
の
経
緯
を
見
て
み
よ
う
。

争
論
の
発
端
は
、
村
内
に
あ
る
本
願
寺
道
場
の
建
て
替
え
に
際
し
、
村
中
の
百

姓
ら
が
春
田
家
へ
の
断
り
無
く
材
木
を
調
達
し
、
絵
図
面
を
作
成
し
、
同
年
二
月

二
日
に
斧
始
め
の
儀
式
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
春
田
家
が

「
上
様
の
御
威
光
」
に
よ
り
建
替
を
中
止
さ
せ
て
欲
し
い
と
、
次
の
よ
う
に
筋
奉

行
へ
訴
え
た
。

春
田
家
は
、
村
中
の
百
姓
た
ち
は
「
私
方
に
久
々
召
仕
申
し
候
家
来
共
」
で
あ

り
、
春
田
家
の
土
地
か
ら
家
来
た
ち
に
「
分
田
畑
」
を
取
ら
せ
て
「
別
家
」
さ
せ

た
も
の
た
ち
で
あ
り
、
道
場
の
建
替
に
際
し
て
は
、「
私
方
へ
談
合
」
し
、
そ
の
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上
で
「
上
様
へ
御
届
、
御
赦
免
」
の
手
続
き
を
取
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

つ
ま
り
、
道
場
建
替
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
村
中
百
姓
た
ち
が
春
田
家
と
の
「
被

官
」
関
係
を
無
視
し
て
こ
と
を
起
こ
し
た
こ
と
が
問
題
で
あ
っ
た
。

訴
訟
の
結
果
は
、
山
塚
村
の
庄
屋
以
下
の
村
役
人
が
連
署
し
提
出
し
た
「
請

書
」
に
よ
り
判
明
す
る
）
36
（

。

　
　

指
上
申
証
文
之
事

一 

当
村
道
場
之
儀
、
春
田
堅
之
丞
自
分
持
之
趣
、
以
前
書
付
面
ヲ
以
被
仰
候
得

共
、
自
分
持
道
場
と
申
儀
難
相
分
候
ニ
付
、
一
村
之
道
場
ニ
何
之
相
違
無
之

段
被
仰
渡
奉
畏
候
、
然
レ
共
右
之
道
場
普
請
等
ヲ
初
、
其
方
万
端
取
計
方
、

堅
之
丞
へ
も
談
合
仕
、
双
方
得
心
之
上
相
定
メ
候
様
被
仰
付
奉
畏
候
、
然
上

ハ
被
仰
渡
候
通
、
双
方
共
急
度
相
守
諸
事
取
計
可
仕
候
、
為
後
日
御
請
書
指

上
申
所
、
仍
而
如
件

　
　

享
和
元
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

愛
知
郡
山
塚
村　

　
　
　
　

酉
三
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
屋
甚
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
目
藤
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

組
頭
善
四
郎

　
　
　

御
奉
行
様

彦
根
藩
の
村
方
支
配
を
統
括
す
る
筋
奉
行
の
判
断
は
、「
被
官
」
関
係
に
つ
い

て
は
一
切
触
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
道
場
が
春
田
家
の
「
自
分
持
道
場
」
で
あ

る
か
判
明
し
な
い
が
「
一
村
之
道
場
」
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
こ
と
、「
道

場
普
請
」
等
を
初
め
と
し
、
村
役
人
は
「
万
端
取
計
方
」
を
堅
之
丞
へ
も
談
合
し
、

「
双
方
得
心
之
上
相
定
メ
」
る
よ
う
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

春
田
家
は
、
こ
の
争
論
に
際
し
て
、
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
に
作
成
さ
れ
た

寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）
以
降
の
分
田
畑
の
記
録
を
は
じ
め
、
元
禄
期
に
村
人
が

春
田
家
の
「
被
官
人
」
で
あ
る
こ
と
を
示
す
手
形
証
文
、
訴
訟
願
書
な
ど
春
田
家

の
地
位
保
全
に
か
か
る
重
要
書
類
十
通
を
、
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
に
「
十
通

証
拠
留
」
と
し
て
整
理
し
た
の
で
あ
る
。

後
掲
の
表
②
と
表
③
は
、
こ
れ
ら
を
も
と
に
「
山
塚
村
住
居
人
」
の
出
自
と
、

春
田
家
が
分
田
畑
し
別
家
と
な
っ
た
者
の
一
覧
で
あ
る
。

ま
ず
、
表
②
か
ら
は
、
山
塚
村
の
住
居
人
（
百
姓
）
の
中
に
は
、
愛
知
郡
の
肥

田
村
・
矢
守
村
・
目
加
田
村
・
安
孫
子
村
・
土
橋
村
、
犬
上
郡
甲
良
の
北
落
村
・

横
関
村
な
ど
か
ら
の
移
住
者
十
人
が
見
ら
れ
、「
元
矢
守
村
城
主
之
牢
人
」
で

あ
っ
た
「
足
軽
吉
三
郎
」
や
「
元
吉
田
城
主
吉
田
安
芸
守
牢
人
」
で
あ
っ
た
「
九

左
衛
門
」
な
ど
の
「
元
牢
人
」
も
見
ら
れ
、
大
坂
か
ら
の
移
住
者
も
い
た
。
元
禄

か
ら
宝
永
期
の
山
塚
村
の
戸
数
は
、
枝
村
で
あ
る
「
土
橋
河
田
村
」
を
含
ん
で
二

十
八
戸
、
村
高
は
三
四
八
・
一
四
石
）
37
（

で
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
春
田
家
の
先
祖

が
織
田
信
長
に
召
し
出
さ
れ
、
知
行
二
百
石
と
愛
知
郡
山
塚
村
に
一
町
四
方
の
屋

敷
地
を
給
わ
っ
た
こ
と
を
踏

ま
え
る
と
、
知
行
二
百
石
の

領
地
の
所
在
は
不
明
で
あ
る

が
、
山
塚
村
に
領
地
を
拝
領

し
た
と
す
れ
ば
、
村
高
の
内

の
約
六
割
を
春
田
家
が
も
と

も
と
所
持
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
れ
を
前
提
に
み

れ
ば
、
表
③
に
見
る
分
田
畑

の
合
計
五
八
、
五
一
石
は
、

春
田
家
の
所
持
田
畑
か
ら
の

表②　山塚山住居人一覧

住居人 出　自

市左衛門 元肥田村より来る

九左衛門 元吉田城主吉田安芸守牢人

貞右衛門・久兵衛 元甲良庄北落村より来る

足軽吉三郎 元矢守村城主之牢人

喜右衛門 大坂上町より来る

小右衛門 元目加田村より来る

弥平次 甲良庄横関村より来る

庄兵衛 元安孫子村より来る

作兵衛好身　作右衛門 元土橋村より来る

＊享和元年「十通証拠留」（春田56）により作成。
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史　　　窓

分
田
畑
と
し
て
十
分
想
定
さ
れ
る
数
字
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
か
ら
推
測
す
る
と
、
春
田
家
の
先
祖
が
山
塚
村
に
具
足
制
作
の
た
め
の

鍛
冶
場
を
開
い
た
頃
、
鍛
冶
手
伝
い
と
し
て
仕
え
た
者
や
小
作
人
の
内
か
ら
、
寛

永
六
年
か
ら
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
ま
で
、
分
田
畑
に
よ
る
別
家
が
成
立
し
て

き
た
様
子
が
窺
え
る
。
こ
の
時
期
は
、
春
田
家
の
三
代
堅
之
丞
が
早
世
し
た
た
め
、

子
息
た
ち
（
猪
左
衛
門
・
伝
之
丞
）
が
大
和
国
高
取
の
母
方
で
養
育
さ
れ
て
い
た

時
期
で
も
あ
り
、
お
そ
ら
く
山
塚
村
に
お
け
る
鍛
冶
仕
事
が
縮
小
・
退
転
し
た
こ

と
に
よ
り
、
鍛
冶
手
伝
い
の
仕
事
が
減
っ
た
こ
と
や
、
春
田
家
の
生
計
の
た
め
に
、

元
家
来
（
被
官
）
や
小
作
人
た
ち
に
田
畑
を
分
与
し
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

そ
の
後
、
子
息
た
ち
の
井
伊
家
へ
の
召
し
返
し
や
、
彦
根
藩
が
御
番
具
足
を
大

量
発
注
し
た
こ
と
に
よ
り
、
鍛
冶
手
伝
い
の
需
要
が
増
え
、
再
び
鍛
冶
場
の
活
況

を
見
た
よ
う
で
あ
る
。「
十
通
証
拠
留
」
中
に
み
る
、
寛
文
三
年
（
一
六
五
八
）

の
道
場
運
営
に
関
す
る
「
村
中
手
形
之
事
」
で
は
、
村
中
連
判
の
内
の
筆
頭
に

「
道
場
持
主
猪
左
衛
門
」
と
記
さ
れ
、
山
塚
村
に
お
け
る
春
田
家
の
位
置
は
格
別

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
に
、
彦
根
藩
が
全
家
臣
・
領
民
か

ら
寄
進
を
募
っ
た
名
簿
と
し
て
作
成
さ
れ
た
「
大
洞
弁
財
天
祠
堂
金
寄
進
帳
」
の

「
山
塚
村
」
の
記
載
で
は
、
村
内
で
唯
一
「
春
田
猪
左
衛
門
」
と
名
字
が
記
さ
れ
）
38
（

、

彦
根
藩
で
は
、
猪
左
衛
門
は
山
塚
村
在
住
の
百
姓
身
分
で
あ
り
な
が
ら
「
細
工
御

用
」
を
つ
と
め
る
「
扶
持
人
」
と
し
て
、
名
字
記
載
を
許
す
者
と
の
認
識
が
あ
っ

た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

し
か
し
、
当
時
の
山
塚
村
の
庄
屋
は
市
左
衛
門
家
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
表
②
の

元
肥
田
村
の
「
市
左
衛
門
」
で
あ
ろ
う
。
表
③
に
は
見
ら
れ
な
い
の
で
、
春
田
家

の
元
被
官
や
小
作
人
で
は
な
く
、
田
畑
の
所
持
高
は
不
明
で
あ
る
が
、
元
禄
八
年

頃
に
は
、
村
内
百
姓
と
し
て
は
春
田
家
が
必
ず
し
も
優
位
に
立
っ
て
い
た
わ
け
で

は
な
い
。

享
和
元
年
の
道
場
普
請
を
め
ぐ
る
「
被
官
」
争
論
で
の
筋
奉
行
の
裁
決
は
、
春

田
家
が
提
出
し
た
「
十
通
証
拠
留
」
の
内
、
寛
文
三
年
（
一
六
五
八
）
の
道
場
運

営
に
関
す
る
「
村
中
手
形
之
事
」
に
お
け
る
村
中
連
判
筆
頭
と
し
て
署
名
す
る

「
道
場
持
主
猪
左
衛
門
」
の
記
載
は
、「
自
分
持
道
場
」
で
あ
る
こ
と
の
証
拠
と
し

て
見
な
さ
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
争
論
で
は
、
村
内
百
姓
ら
か
ら
提
出
さ
れ
た
書

類
も
検
討
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、「
道
場
持
主
猪
左
衛
門
」
は
「
村
中
手
形

之
事
」
が
作
成
さ
れ
た
寛
文
期
の
地
位
を
証
し
て
は
い
る
が
、
そ
の
後
の
道
場
運

営
の
実
態
か
ら
「
自
分
持
道
場
と
申
儀
難
相
分
」、「
一
村
之
道
場
ニ
何
之
相
違
無

之
」
と
の
裁
決
に
い
た
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

「
村
方
一
統
絶
交
」
争
論　

明
和
期
・
享
和
期
の
「
被
官
」
争
論
を
へ
て
山
塚

村
で
は
、「
同
村
之
義
ニ
御
座
候
故
、
無
覆
蔵
深
切
ニ
可
仕
」「
道
場
普
請
等
ヲ
初
、

其
方
万
端
取
計
方
堅
之
丞
へ
も
談
合
仕
、
双
方
得
心
之
上
相
定
メ
候
」
と
、
同
村

居
住
の
も
の
同
士
、「
無
覆
蔵
」「
双
方
得
心
」
を
心
懸
け
る
こ
と
を
確
認
し
た
は

ず
で
あ
る
が
、
双
方
の
関
係
は
さ
ら
に
悪
化
し
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
に
は
、

山
塚
村
の
庄
屋
を
は
じ
め
と
す
る
「
村
方
一
統
絶
交
」
と
い
う
事
態
が
生
じ
て
い
た
）
39
（

。

表③　春田家分田畑別家一覧

割渡年代 割請百姓名 田畠分米高

寛永 6年 吉三郎 8.5600石

寛永 7年 平兵衛 5.9840

寛永 8年 市助 4.5780

寛永 9年 長三郎 3.2460

寛永11年 九左衛門 7.2266

寛永10年 与右衛門 5.0700

寛永15年 宗右衛門 2.8730

正保 1年 ◎弥兵衛 3.0410

正保 2年 小右衛門 5.1370

正保 3年 太郎右衛門 5.6700

正保 4年 六左衛門 3.5647

慶安 1年 庄兵衛 4.2350

合　計 58.5100

＊享和元年「十通証拠留」（春田56）
により作成。
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山
塚
村　
　

庄
屋
吉
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
目
新
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

組
頭
次
郎
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

善
四
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
右
衛
門

　

 

其
方
共
歩
行
ヲ
以
、
春
田
条
之
介
江
村
方
一
統
絶
交
致
候
趣
申
込
、
其
以
来

村
方
附
合
不
致
難
渋
之
趣
、
条
之
介
及
出
願
、
呼
出
し
相
糺
候
処
、
右
共
其

村
方
江
川
久
保
与
及
争
論
候
刻
、
条
之
介
川
久
保
村
へ
荷
担
致
候
哉
ニ
付
、

彼
是
申
争
、
翌
日
歩
行
ヲ
以
、
役
用
之
外
、
以
来
附
合
不
致
段
申
遣
し
候
義

ニ
而
、
村
一
統
絶
交
と
申
筋
ニ
者
無
之
趣
申
答
、
右
者
其
方
共
心
底
ニ
難
度

筋
候
ハ
ヽ
、
幾
応
も
穏
ニ
及
懸
合
、
如
何
様
共
趣
意
相
立
候
様
懸
合
方
可
有

之
、
右
躰
異
様
之
義
申
遣
候
義
、
役
前
頭
分
之
者
共
不
似
合
、
自
然
村
小
前

ニ
右
様
之
義
有
之
節
者
被
示
も
可
致
筈
之
処
、
却
而
右
躰
之
挙
動
不
勘
弁
之

至
、
以
之
外
之
義
、
尤
村
一
統
絶
交
と
申
ニ
者
無
之
趣
申
立
候
得
共
、
役
前

頭
分
不
残
絶
交
致
候
□
者
、
外
小
百
姓
ニ
者
自
然
と
遠
慮
致
し
、
就
合
難
致

姿
ニ
而
者
一
統
絶
交
ニ
等
敷
、
且
条
之
介
義
、
往
昔
よ
り
住
居
致
し
、
御
領

知
後
も
不
相
替
苗
字
帯
刀
御
免
之
者
ニ
も
候
得
者
礼
譲
厚
く
可
立
交
処
、
其

弁
も
無
之
、
甚
以
不
束
之
義
、
如
何
相
心
得
候
哉

　
（
中
略
）

　

 

右
之
通
り
、
両
様
共
御
察
当
御
利
解
被
仰
出
、
一
言
之
申
上
方
無
御
座
奉
恐

入
候
、
全
役
人
頭
分
共
不
束
ニ
而
、
是
迄
心
得
違
仕
居
候
義
故
、
以
来
之
義
、

一
村
同
士
之
儀
、
条
之
介
殿
へ
御
礼
譲
相
立
ニ
和
融
仕
、
無
覆
蔵
立
交
り
可

申
候
、（
中
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
塚
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

頭
分
連
印

　
（
中
略
）

　

 

御
願
ヲ
以
右
様
事
済
仕
難
有
仕
合
ニ
奉
存
候
、
依
之
御
礼
御
請
□
奉
指
上
候
、

以
上

　
　

嘉
永
二
年　
　
　
　
　
　

山
塚
村　

庄
屋
吉
兵
衛

　
　
　
　
　

酉
一
月　
　
　
　
　
　
　
　

横
目
新
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

組
頭
次
郎
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

善
四
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
右
衛
門

こ
の
請
書
が
出
さ
れ
た
要
因
は
、
嘉
永
元
年
九
月
に
山
塚
村
の
庄
屋
・
横
目
・

組
頭
な
ど
「
役
前
頭
分
」
の
者
た
ち
が
、
春
田
条
之
助
が
代
官
所
の
水
帳
吟
味
に

際
し
て
山
塚
村
の
枝
村
川
久
保
村
に
「
荷
担
」
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
山
塚
村
と

川
久
保
村
と
の
争
論
の
原
因
は
不
明
で
あ
る
が
、
証
拠
吟
味
の
た
め
代
官
所
が

「
水
帳
」
の
吟
味
を
要
求
し
た
際
、
川
久
保
村
が
「
水
帳
」
を
提
出
す
れ
ば
村
方

が
困
惑
す
る
た
め
、
原
本
で
は
な
く
写
本
で
済
ま
す
よ
う
春
田
条
之
助
が
代
官
に

働
き
か
け
た
こ
と
が
、「
村
方
捨
置
」、
川
久
保
村
に
「
荷
担
」
し
た
と
非
難
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
村
中
百
姓
は
寄
合
協
議
を
か
さ
ね
、
同
年
十
月
に
、
庄

屋
の
使
用
人
で
あ
る
「
常
吉
」
を
使
者
と
し
て
「
春
田
条
之
介（
助
）」

へ
「
村
方
一
統

絶
交
」
を
申
し
込
ん
だ
。
以
後
、
村
方
か
ら
の
「
悪
口
雑
言
」
が
絶
え
ず
、
同
年

十
一
月
二
十
九
日
に
は
、
亡
く
な
っ
た
春
田
条
之
助
の
娘
の
葬
儀
に
も
「
村
方
不
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残
」
不
参
と
い
う
事
態
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
村
内
で
の
生
活
に
大
き
な
不
安

を
感
じ
た
条
之
助
が
、
元
禄
五
年
（
一
六
九
三
）
に
村
人
が
春
田
家
の
「
被
官

人
」
で
あ
る
こ
と
を
示
す
御
奉
行
手
形
証
文
を
根
拠
に
、
春
田
家
の
村
内
で
の
地

位
保
全
を
願
い
「
内
願
書
）
40
（

」
を
提
出
し
た
の
で
あ
る
。

筋
奉
行
は
、
こ
の
「
内
願
書
」
を
う
け
、
村
役
人
ら
を
呼
出
し
事
情
聴
取
し
、

次
の
指
摘
を
お
こ
な
い
彼
ら
を
「
御
察
当
」
し
た
。

ま
ず
、
村
役
人
ら
は
「
役
用
之
外
、
以
来
附
合
不
致
段
申
遣
候
」
だ
け
で
あ
り

「
村
一
統
絶
交
」
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
と
返
答
し
た
た
め
、「
其
方
共
心
底
ニ
難

度
筋
候
ハ
ヽ
、
幾
応
も
穏
ニ
及
懸
合
、
如
何
様
共
趣
意
相
立
候
様
懸
合
」
よ
う
に

す
べ
き
で
あ
り
、「
右
躰
異
様
」
の
こ
と
を
申
し
込
む
こ
と
は
「
役
前
頭
分
之
者

共
不
似
合
」
で
あ
る
と
し
た
。
さ
ら
に
、
も
し
も
村
の
小
前
百
姓
に
そ
の
よ
う
な

こ
と
が
あ
れ
ば
、
村
役
人
は
説
諭
も
す
べ
き
立
場
で
あ
る
筈
が
、
却
っ
て
こ
の
よ

う
な
挙
動
は
「
不
勘
弁
之
至
、
以
之
外
」
だ
と
断
じ
た
。
ま
た
「
村
一
統
絶
交
」

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
と
言
う
が
、「
役
前
頭
分
不
残
絶
交
」
と
な
れ
ば
、
他
の

「
小
百
姓
ニ
者
自
然
と
遠
慮
致
し
、
就
（
つ
き
あ
い
）
合
難
致
姿
ニ
而
者
一
統
絶
交
ニ
等
敷
」
と
非

難
し
た
。

ま
た
、
春
田
家
の
身
分
的
立
場
に
つ
い
て
、
条
之
助
（
春
田
家
）
は
古
来
か
ら

山
塚
村
に
在
住
し
、
井
伊
家
が
こ
の
地
を
「
御
領
知
」
の
後
も
「
不
相
替
苗
字
帯

刀
御
免
之
者
」
で
あ
る
の
で
、「
礼
譲
厚
く
可
立
交
処
、
其
弁
も
無
之
、
甚
以
不

束
之
義
、
如
何
相
心
得
候
哉
」
と
指
摘
し
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
争
論
の
裁
決
で
も
、「
被
官
」
関
係
は
全
く
論
点
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

論
点
の
第
一
は
、
村
役
人
と
し
て
の
行
動
の
あ
り
方
で
あ
る
。
村
内
で
の
調
整
役

を
担
う
べ
き
者
が
村
在
住
者
と
の
「
絶
交
」
を
主
導
し
た
こ
と
、
第
二
に
、
井
伊

家
の
「
細
工
御
用
」
を
つ
と
め
る
春
田
家
の
「
扶
持
人
」
と
い
う
職
分
的
立
場
と
、

そ
の
御
用
を
つ
と
め
る
こ
と
で
許
さ
れ
た
「
苗
字
帯
刀
御
免
」
の
者
に
対
す
る

「
礼
譲
」
の
あ
り
方
を
問
題
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
春
田
条
之
助
の
「
内
願
書
」
で
は
、
山
塚
村
の
百
姓
は
元
々
す
べ
て

春
田
家
の
家
来
（
被
官
）
で
あ
る
こ
と
を
第
一
に
主
張
し
て
い
る
が
、
筋
奉
行
は
、

井
伊
家
の
「
御
領
知
」
以
後
に
進
展
し
た
百
姓
自
立
の
経
緯
を
踏
ま
え
、
村
社
会

に
お
け
る
村
役
人
と
村
を
構
成
す
る
百
姓
の
役
割
を
重
視
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の

上
で
、
春
田
家
の
よ
う
な
「
細
工
御
用
」
を
つ
と
め
な
が
ら
、「
人
別
」
を
村
に

置
く
在
村
「
扶
持
人
」
や
「
苗
字
帯
刀
御
免
」
の
者
は
、
他
の
百
姓
同
様
に
身
分

は
「
百
姓
」
で
あ
る
が
、
た
ん
に
具
足
制
作
と
い
う
特
殊
技
能
に
よ
る
職
分
に
応

じ
て
「
扶
持
」
を
得
る
者
で
は
な
く
、
彦
根
藩
の
「
御
用
」
を
果
た
す
べ
き
不
可

欠
な
存
在
と
し
て
「
苗
字
帯
刀
」
の
身
分
的
処
遇
を
う
け
た
者
で
あ
り
、
そ
の
者

に
対
す
る
「
礼
譲
」
の
あ
り
方
を
、
村
役
人
と
村
中
百
姓
に
求
め
た
の
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

彦
根
藩
の
具
足
の
「
細
工
御
用
」
を
つ
と
め
た
春
田
家
は
、
井
伊
家
が
こ
の
地

を
領
知
す
る
以
前
か
ら
山
塚
村
を
拠
点
と
し
て
具
足
制
作
を
生
業
と
し
、
代
々

佐
々
木
家
、
織
田
・
豊
臣
家
な
ど
に
仕
え
「
細
工
御
用
」
な
ど
を
勤
め
た
由
緒
を

持
ち
、
井
伊
家
の
領
知
後
も
、
そ
の
技
能
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
三
代
目
を
相
続

し
た
春
田
堅
之
丞
は
、
相
続
以
前
は
、
若
狭
小
浜
藩
の
京
極
高
次
に
仕
え
て
知
行

一
〇
〇
石
一
〇
人
扶
持
と
い
う
「
士
分
」
並
の
処
遇
を
得
て
お
り
、
井
伊
家
へ
の

召
し
返
し
後
も
、
切
米
五
十
俵
五
人
扶
持
と
減
少
す
る
が
、「
鍛
冶
奉
行
」
と
な

る
な
ど
、
職
人
と
し
て
は
応
分
の
処
遇
で
迎
え
ら
れ
、
京
橋
口
御
門
の
「
御
鉄
物

御
用
」
を
命
じ
ら
れ
る
な
ど
、
近
世
初
期
に
は
、
武
器
・
武
具
の
需
要
と
、
城
下

町
整
備
が
急
が
れ
る
中
、
重
要
な
存
在
と
し
て
活
躍
の
場
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
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彦根藩扶持人の存在形態

山
塚
村
に
お
い
て
も
、
村
内
の
「
道
場
持
主
」
と
し
て
筆
頭
に
記
さ
れ
る
な
ど
、

そ
の
地
位
は
格
別
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、「
泰
平
」
が
続
く
中
、
非
常
時
に
備
え
た
具
足
制
作
の
技
量
維
持
は

最
低
限
必
要
で
あ
っ
た
が
、
具
足
注
文
は
次
第
に
減
少
し
、「
扶
持
人
」
と
し
て

の
処
遇
も
大
幅
に
減
少
、
村
内
百
姓
へ
の
田
畑
の
譲
渡
分
与
な
ど
に
よ
り
、
村
内

で
の
地
位
は
後
退
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
元
禄
期
の

「
被
官
」
争
論
を
契
機
に
、
明
和
四
年
・
享
和
元
年
・
嘉
永
二
年
に
起
こ
っ
た
春

田
家
と
山
塚
村
百
姓
中
と
の
争
論
で
は
、
春
田
家
は
井
伊
家
領
知
以
前
か
ら
の
村

中
百
姓
と
の
「
被
官
」
関
係
を
根
拠
に
筋
奉
行
に
訴
え
た
が
、
筋
奉
行
の
裁
決
で

は
、
元
禄
期
の
「
被
官
」
争
論
以
後
は
、「
被
官
」
関
係
の
「
明
証
」
が
な
い
こ

と
、
あ
る
い
は
「
被
官
」
関
係
を
論
点
と
し
な
い
対
応
を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
注

目
さ
れ
る
。

筋
奉
行
の
判
断
は
、
第
一
に
領
主
と
領
民
の
関
係
に
お
い
て
、
村
役
人
層
が
果

た
す
べ
き
役
割
を
問
題
と
し
て
い
た
。
藩
行
政
に
お
い
て
筋
奉
行
と
村
中
百
姓
の

間
を
取
り
次
ぎ
、
中
間
支
配
を
委
任
さ
れ
た
村
役
人
層
の
役
割
は
、
村
を
構
成
す

る
「
百
姓
」
の
合
意
形
成
・
融
和
を
図
り
、
村
社
会
の
安
定
・
維
持
を
担
う
こ
と

で
あ
り
、
そ
の
際
、
在
村
す
る
春
田
家
の
よ
う
な
「
御
用
」
を
つ
と
め
「
苗
字
帯

刀
」
を
許
さ
れ
た
「
扶
持
人
」
に
つ
い
て
も
、「
一
村
同
士
」、
つ
ま
り
同
じ
く

「
百
姓
」
身
分
を
も
つ
村
構
成
員
で
あ
る
以
上
、
と
も
に
村
社
会
で
の
融
和
を
は

か
り
、
安
定
・
維
持
に
つ
と
め
る
べ
き
で
あ
る
と
の
論
理
で
あ
っ
た
。

第
二
に
、
領
主
と
御
用
職
人
な
ど
「
扶
持
人
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
領
主

に
と
っ
て
不
可
欠
の
「
御
用
」
を
つ
と
め
「
苗
字
帯
刀
」
を
許
さ
れ
「
扶
持
」
が

支
給
さ
れ
る
、
他
の
村
中
百
姓
と
は
違
い
格
別
な
存
在
で
は
あ
る
が
、
身
分
的
に

は
あ
く
ま
で
村
に
「
人
別
」
を
置
く
「
百
姓
」
身
分
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
他

の
村
中
百
姓
と
同
様
で
あ
り
「
一
村
同
士
」
た
が
い
に
「
無
覆
蔵
深
切
」
に
す
べ

き
で
あ
る
と
し
た
。
た
だ
し
、「
細
工
御
用
」
を
勤
め
「
苗
字
帯
刀
御
免
」
の
身

分
で
あ
る
も
の
に
対
し
て
は
、「
村
中
百
姓
」
は
「
不
敬
」
が
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、

「
礼
譲
」
を
尽
く
す
べ
き
だ
と
し
た
の
で
あ
る
。

注（
1
）　

中
間
支
配
に
関
す
る
研
究
で
は
、
岩
城
卓
二
「
大
坂
町
奉
行
所
と
用
達
」

（『
日
本
史
研
究
』
三
四
九
号
、
一
九
九
一
年
）、
同
「
御
用
宿
」（
久
留
島
浩
編

『
シ
リ
ー
ズ
近
世
の
身
分
的
周
縁
5　

支
配
を
さ
さ
え
る
人
々
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
〇
年
）、
同
「
近
世
の
行
政
・
裁
判
を
さ
さ
え
る
民
間
業
者
│
郷
宿
の

役
割
│
」（
人
間
文
化
研
究
機
構
『
９-

19
世
紀
文
書
資
料
の
多
元
的
複
眼
的
比

較
研
究
』、
二
〇
一
二
年
）
な
ど
の
一
連
の
研
究
が
あ
る
。
財
政
・
物
資
調
達

に
関
わ
る
御
用
達
商
人
の
研
究
で
は
、
小
野
信
二
「
御
用
達
石
山
家
に
つ
い

て
」（『
日
本
歴
史
』
三
三
一
号
、
一
九
七
五
年
）、
同
「
江
戸
幕
府
御
用
達
の

研
究
」（『
拓
殖
大
学
論
集
』
一
三
八
号
、
一
九
八
二
年
）、
濱
田
佳
代
子
「
下

館
藩
御
用
達
商
人
の
分
析
：
中
村
兵
左
衛
門
家
の
場
合
」（『
学
習
院
大
学
史
料

館
紀
要
』
1
、
一
九
八
三
年
）、
長
谷
川
和
夫
「
会
津
藩
御
用
達
頭
取
林
家
と

そ
の
勤
め
方
に
つ
い
て
」（
会
津
若
松
市
史
研
究
会
編
『
会
津
若
松
市
史
研
究
』

（
1
）、
一
九
九
九
年
）、
同
「
上
方
に
お
け
る
会
津
藩
御
用
達
の
活
動--

林
右

衛
門
光
治
の
場
合
」（『
会
津
若
松
市
史
研
究
』（
2
）、
二
〇
〇
〇
年
）、
同

「
会
津
藩
と
御
用
達
商
人
と
の
依
存
関
係
│
御
用
達
頭
取
林
和
右
衛
門
光
治
の

場
合
」（『
会
津
若
松
市
史
研
究
』（
3
）、
二
〇
〇
一
年
）、
本
間
、
勝
喜
「
近

世
後
期
庄
内
藩
預
地
の
御
用
達
」（『
東
北
公
益
文
科
大
学
総
合
研
究
論
集
』

（
3
）、
二
〇
〇
二
年
）、
田
中
誠
二
「
萩
藩
の
財
政
と
御
用
達
商
人
」（『
や
ま

ぐ
ち
学
の
構
築
』
9
、
二
〇
一
三
年
）、
千
葉
拓
真
「
近
世
に
お
け
る
藩
と
都

市
京
都
と
の
関
係
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」（
飯
田
市
歴
史
研
究
所
、
二
〇
一

七
―
一
八
年
（
科
研
費
））、
松
尾
晋
一
「
長
崎
聞
役
と
御
用
達
」『
日
本
歴
史
』

八
九
五
号
、
二
〇
二
二
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
2
）　

堤
州
夫
「
御
用
達
職
人
の
存
在
形
態
│
御
印
判
師
佐
々
木
家
を
め
ぐ
っ
て
」

（『
地
方
史
研
究
』
48
（
2
）、
一
九
九
八
年
）、
宮
崎
隆
司
「
近
世
奈
良
の
具
足
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史　　　窓

屋
に
関
す
る
一
考
察
│
細
川
家
扶
持
人
春
田
又
左
衛
を
め
ぐ
っ
て
│
」（『
甲
冑

武
具
研
究
』
一
六
九
号
、
二
〇
一
〇
年
、
同
年
に
宮
崎
隆
司
『
奈
良
甲
冑
師
の

研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
年
）
に
改
稿
し
再
録
）
な
ど
。

（
3
）　
『
近
江　

愛
知
川
町
の
歴
史
』
第
三
巻　

民
俗
・
文
献
史
料
編
所
収
、
近
世

131
・
132
）。

（
4
）　
『
彦
根
藩
井
伊
家
文
書
』（
藤
井
譲
冶
編
『
彦
根
藩
の
藩
政
機
構
』（
二
〇
〇

三
年
）
に
翻
刻
掲
載
。

（
5
）　

彦
根
藩
の
地
方
支
配
に
お
い
て
筋
奉
行
配
下
の
「
町
人
代
官
」
に
つ
い
て
は
、

渡
辺
恒
一
「
十
八
世
紀
後
半
の
彦
根
藩
町
人
代
官
制
度
」（『
彦
根
城
博
物
館
研

究
紀
要
』
第
八
号
、
一
九
九
七
年
）
の
研
究
、
愛
知
郡
川
原
村
に
居
住
し
代
々

井
伊
家
の
伊
勢
代
参
を
つ
と
め
た
「
千
日
道
庵
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
御
代

参
を
勤
め
た
千
日
家
」（『
近
江　

愛
知
川
町
の
歴
史
』
第
二
巻　

近
世
・
近
代

編　

第
一
章　

第
三
節
、
二
〇
一
〇
年
）、
元
禄
期
か
ら
井
伊
家
の
刀
剣
・
刀

装
具
の
調
達
を
に
な
っ
た
江
戸
町
人
の
「
中
田
伝
之
丞
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「
彦
根
藩
の
刀
剣
・
刀
装
購
入
に
つ
い
て
」
な
ど
が
あ
る
。「
彦
根
藩
切
米
扶
持

書
上
」
で
は
、
様
々
な
役
方
の
「
下
役
」「
番
（
人
）」「
下
番
」「
中
間
」「
雇
」

「
小
使
」「
定
夫
」
な
ど
と
役
方
名
に
付
さ
れ
た
扶
持
支
給
の
役
人
が
数
多
く
記

載
さ
れ
、
藩
行
政
の
最
下
部
で
の
任
務
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ

れ
ら
の
職
務
実
態
や
身
分
的
位
置
づ
け
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。

（
6
）　
「
春
田
家
由
緒
事
書
」（「
春
田
家
文
書
」
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館

所
蔵
、『
近
江　

愛
知
川
町
の
歴
史
』
第
三
巻　

民
俗
・
文
献
史
料
編
所
収
、

近
世
131
）。
こ
の
由
緒
書
は
、
猪
左
衛
門
ま
で
の
記
事
で
あ
る
た
め
、
慶
安
か

ら
承
応
期
に
か
け
て
猪
左
衛
門
・
伝
之
丞
が
井
伊
家
に
召
し
出
さ
れ
る
際
に
作

成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
7
）　
「
甲
冑
武
具
細
工
春
田
家
由
緒
書
」（「
春
田
家
文
書
」
同
前
所
蔵
、『
近
江　

愛
知
川
町
の
歴
史
』
第
三
巻
所
収
、
近
世
132
）。
こ
の
由
緒
書
は
、
元
禄
十
年

ま
で
の
記
事
で
あ
る
た
め
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
五
代
目
六
左
衛
門
が
延
宝
六

年
に
四
代
藩
主
井
伊
直
興
の
鷹
狩
り
の
際
、
御
前
で
の
甲
の
「
御
様
し
」
上
覧

を
う
け
た
こ
と
、
あ
る
い
は
そ
の
後
、
元
禄
十
年
に
直
興
の
「
様
シ
御
具
足
弐

領
」
の
制
作
を
五
代
目
六
郎
左
衛
門
が
命
じ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
筋
奉
行
に
提

出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
8
）　

宮
崎
隆
司
『
奈
良
甲
冑
師
の
研
究
』（
前
掲
注
（
2
）
参
照
）
で
は
、
奈
良

在
住
の
具
足
屋
（
師
）
の
中
に
は
「
春
田
石
見
」
の
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。

（
9
）　

こ
の
由
緒
書
で
は
、「
春
田
家
由
緒
事
書
」
と
は
代
数
表
記
が
異
な
り
、
信

長
・
秀
吉
に
仕
え
村
田
弥
四
郎
を
十
代
目
と
す
る
点
は
共
通
す
る
が
、
直
政
に

御
目
見
え
し
た
土
橋
四
郎
左
衛
門
（
初
め
弥
四
郎
）
を
十
二
代
目
と
記
述
す
る
。

（
10
）　
「
明
治
四
年
彦
根
藩
士
戸
籍
簿
」（『
彦
根
藩
井
伊
家
文
書
』
彦
根
城
博
物
館

所
蔵
）。

（
11
）　

歴
代
は
、
①
土
橋
四
良
左
衛
門
↓
②
春
田
清
右
衛
門
↓
③
堅
之
丞
↓
④
猪
左

衛
門
↓
⑤
六
左
衛
門
↓
⑥
猪
左
衛
門
↓
⑦
堅
之
丞
↓
⑧
城
之
助
↓
⑨
辰
弥
↓
⑩

庄
平
↓
伝
平
（
当
代
）、
と
記
し
て
い
る
。

（
12
）　

こ
の
役
職
は
、
近
世
中
・
後
期
に
は
見
ら
れ
ず
、
文
政
十
一
年
（
一
八
二

八
）
の
「
士
組
付
帳
」
で
は
「
御
細
工
奉
行
」
が
一
二
〇
〜
一
五
〇
石
の
家
中

か
ら
任
命
さ
れ
て
い
る
（『
新
修
彦
根
市
史
』
第
六
巻　

史
料
編　

近
世
一
、

二
〇
〇
二
年
）。

（
13
）　

前
掲
注
（
6
）
参
照
。

（
14
）　
「
亥
五
月
廿
八
日
書
下
写
」（
彦
根
市
史
近
世
史
部
会
編
『
久
昌
公
御
書
写
│

井
伊
直
孝
書
下
留
│
』
83
号
、
二
〇
〇
三
年
）
で
は
、
次
の
よ
う
に
在
江
戸
の

直
孝
か
ら
国
元
家
老
へ
指
令
さ
れ
る
。

　
　

一 

、
足
軽
具
足
甲
幷
の
ほ
り
さ
し
具
足
注
文
越
候
間
、
か
な
目
壱
領
ニ
付
七
百

目
在
之
様
ニ
致
、
只
今
ハ
む
し
以
来
迄
も
く
い
不
申
候
様
ニ
仕
居
候
而
、
虫

つ
き
候
ハ
ヽ
何
時
成
と
も
仕
か
へ
可
申
と
申
候
而
成
程
念
を
入
仕
候
間
、
左

様
之
吟
味
も
仕
、
注
文
之
通
ニ
代
い
か
程
可
申
付
旨
、
京
・
奈
良
具
足
屋
ニ

吟
味
仕
代
極
、
具
足
や
書
出
し
越
可
申
候
事

（
15
）　
「
卯
四
月
八
日
書
下
写
（
覚
）」（
足
軽
弓
・
足
軽
具
足
等
ニ
付
）」（『
久
昌
公

御
書
写
－
井
伊
直
孝
書
下
留
│
』
158
号
）。

（
16
）　

春
田
家
の
屋
敷
が
あ
っ
た
山
塚
村
は
、
枝
村
で
あ
る
「
土
橋
河
田
村
」（
川

久
保
村
）
と
あ
わ
せ
て
「
土
橋
河
田
村
」
と
称
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

（
17
）　
「
巳
ノ
十
一
月
十
一
日
書
下
写
」（『
久
昌
公
御
書
写
』
180
号
）。

（
18
）　
「
明
治
四
年
彦
根
藩
士
戸
籍
簿
」（『
彦
根
藩
井
伊
家
文
書
』）
に
よ
れ
ば
、
明

暦
三
年
（
一
六
五
七
）
に
召
し
出
さ
れ
た
足
軽
で
、
明
治
四
年
に
は
「
善
利
橋

八
丁
目
」
に
居
住
す
る
矢
島
①
矢
嶋
雅
太
郎
（
義
則
）
の
先
祖
に
四
代
目
「
藤
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彦根藩扶持人の存在形態

七
」
が
お
り
、「
御
鷹
野
」
の
供
連
れ
と
し
て
出
仕
し
た
足
軽
と
考
え
ら
れ
る
。

（
19
）　
「
明
治
四
年
彦
根
藩
士
戸
籍
簿
」（『
彦
根
藩
井
伊
家
文
書
』）
に
よ
れ
ば
、
山

塚
佐
右
衛
門
が
延
宝
六
年
に
足
軽
（
善
利
橋
十
四
丁
目
）
と
し
て
召
し
出
さ
れ
、

以
後
、
①
山
塚
佐
右
衛
門
↓
②
兵
右
衛
門
↓
③
伝
兵
衛
↓
④
佐
右
衛
門
↓
⑤
常

八
↓
⑥
佐
右
衛
門
↓
⑦
芳
右
衛
門
↓
⑧
捨
太
郎
と
、
代
々
相
続
し
た
こ
と
が
わ

か
る
。

（
20
）　
「
乍
恐
由
緒
書
」（「
春
田
家
文
書
」
51
）。

（
21
）　
「
春
田
家
文
書
」
20
（
滋
賀
大
学
経
済
学
部
付
属
史
料
館
所
蔵
）。「
乍
恐
由

緒
書
」（「
春
田
家
文
書
」
51
）
で
は
「
直
治
様
御
召
具
足
二
領
被
仰
付
候
処
、

玉
数
二
十
八
請
候
」
た
め
、「
仕
立
指
上
」
げ
、「
御
上
覧
被
為
遊
、
手
際
能
出

来
候
而
御
褒
美
白
銀
十
枚
為
御
意
被
下
置
、
頂
戴
」
し
た
と
伝
え
る
。

（
22
）　
「
春
田
家
文
書
」（
滋
賀
大
学
経
済
学
部
付
属
史
料
館
所
蔵
）
中
に
は
、
藩
主

な
ど
井
伊
家
所
用
具
足
の
注
文
書
は
、
い
ず
れ
も
年
未
詳
で
あ
る
が
、
資
料
番

号
7
・
28
の
二
点
が
確
認
で
き
る
。

（
23
）　
「
享
保
二
十
年
御
用
留
日
記
」（「
春
田
家
文
書
」
55
）。

（
24
）　
「
享
保
二
十
年
御
用
留
日
記
」（
同
前
）。

（
25
）　

東
谷
智
「
彦
根
藩
筋
奉
行
の
成
立
と
機
構
改
編
に
つ
い
て
」（
藤
井
讓
治
編

『
彦
根
藩
の
藩
政
機
構
』
彦
根
城
博
物
館
叢
書
3　

彦
根
市
教
育
委
員
会　

二

〇
〇
六
年
）。

（
26
）　
「
乍
恐
由
緒
書
」（「
春
田
家
文
書
」
51
）。

（
27
）　

宝
暦
十
年
五
月
二
十
九
日
に
、
将
軍
徳
川
家
重
の
将
軍
宣
下
の
御
礼
使
者
と

し
て
朝
廷
へ
の
使
者
を
命
じ
ら
れ
、
九
月
十
五
日
江
戸
発
足
、
彦
根
に
立
寄
り
、

上
京
し
上
使
を
勤
め
る
（「
井
伊
家
系
譜
」（『
彦
根
藩
井
伊
家
文
書
』））。

（
28
）　
「
御
城
使
寄
合
留
帳
」
明
和
五
年
正
月
十
二
日
条
（『
彦
根
藩
井
伊
家
文
書
』）。

（
29
）　
「
乍
恐
由
緒
書
」（「
春
田
家
文
書
」
51
）。

（
30
）　

前
掲
注
（
6
）
参
照
。

（
31
）　

片
木
弥
次
兵
衛
は
、
元
文
四
年
か
ら
享
和
元
年
ま
で
、
彦
根
藩
の
町
人
代
官

と
し
て
年
貢
徴
収
事
務
、
御
蔵
の
管
理
・
出
納
、
蔵
入
地
の
百
姓
公
事
・
出
入

の
吟
味
、
筋
奉
行
へ
の
報
告
な
ど
を
担
っ
て
お
り
、
こ
の
争
論
で
も
筋
奉
行
へ

の
訴
状
報
告
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
渡
辺
恒
一
「
十
八
世
紀
後
半
の
彦
根

藩
町
人
代
官
制
度
」（『
彦
根
城
博
物
館
研
究
紀
要
』
第
八
号
、
一
九
九
七
年
）。

（
32
）　
「
乍
恐
以
書
付
御
願
奉
申
上
候
（
村
方
之
者
被
官
筋
ニ
付
）」（「
春
田
家
文

書
」
24
）。

（
33
）　

彦
根
藩
領
で
は
、
近
世
中
後
期
に
は
田
畑
の
「
永
代
売
渡
」
に
よ
る
売
買
事

例
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
の
「
田
畑
割
渡
し
」
は
、
実
質
的
に
は
売
買
関
係

で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
34
）　
「
山
塚
村
庄
屋
以
下
連
署
請
書
写
」（「
春
田
家
文
書
」
36
）。
こ
の
史
料
は
、

前
欠
文
書
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
に
彦
根
藩
か
ら
の
仰
せ
付
け
に
対
し
て
村
役

人
連
署
で
請
書
を
提
出
し
て
い
る
。

　
　
　

 （
前
欠
）
可
申
候
、
勿
論
同
村
之
儀
ニ
有
之
候
得
者
、
何
角
も
無
覆
蔵
致
し

□
□
随
分
深
切
ニ
致
し
可
申
事
、
右
者
先
達
而
春
田
堅
之
丞
殿
ニ
及
争
論
、

御
願
申
上
候
処
、
段
々
御
吟
味
之
上
相
分
り
不
申
候
ニ
付
、
右
之
趣
被
仰
渡
、

双
方
明
証
出
候
迄
御
役
所
江
御
預
り
被
下
置
難
有
奉
畏
候
、
追
々
明
証
出
候

迄
返
シ
申
事
仕
間
敷
候
、
尤
対
堅
之
丞
殿
家
不
敬
法
外
之
義
不
仕
、
万
端
相

慎
、
同
村
之
義
ニ
御
座
候
故
、
無
覆
蔵
深
切
ニ
可
仕
候
、
若
壱
人
ニ
而
も
心

得
違
仕
候
ハ
ヽ
、
如
何
様
之
御
義
ニ
而
も
可
被
仰
付
候
、
為
後
日
御
請
書
奉

指
上
候
処
、
仍
而
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

組
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

不
残

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

惣
代

（
35
）　
「
十
通
証
拠
留
」（「
春
田
家
文
書
」
56
）。

（
36
）　

享
和
元
年
三
月
「
山
塚
村
庄
屋
甚
右
衛
門
他
連
署
請
書
」（「
春
田
家
文
書
」
17
）。

（
37
）　
『
旧
高
旧
領
取
調
帳
』
近
畿
編
（
近
藤
出
版
社
、
一
九
七
五
年
）
で
は
、
山

塚
村
の
項
で
は
、
山
塚
村
一
六
四
石
余
、
土
橋
河
田
村
一
八
三
石
余
と
分
け
て

記
さ
れ
る
。

（
38
）　
「
大
洞
弁
財
天
祠
堂
金
寄
進
帳
」（『
彦
根
藩
井
伊
家
文
書
』）。

（
39
）　
「
山
塚
村
頭
分
一
統
御
奉
行
様
江
御
請
書
之
写
し
」（「
春
田
家
文
書
」
44
）。

（
40
）　
「
乍
恐
内
願
書
」（「
春
田
家
文
書
」
47
）。
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史　　　窓

表④　春田家歴代の略歴一覧
I 家祖
代数

仕官
代数 姓・名 父子関係 略歴 1 略歴 2

元祖 平松家政
愛知郡平松村に居住。佐々木氏頼の武
具奉行。以来、11代目まで、佐々木家、
織田家、豊臣家に仕える。

9代 平松家明 甲冑細工を鍛錬し、南都春田伝を受け
る。妻は南都春田家娘。

10代 村田弥四郎
愛知郡平松村から土橋村へ出、信長に
召出され、御細工命じられる。褒美と
して山塚土居内に屋敷地を拝領

信長にお目見え、御召具足制作。知行
200石、一町四方の屋敷地給わり、今
に伝える。

12代 初代 土橋四郎左衛門
（初土橋弥四郎）

慶長年中、直政にお目見え、御召具足
制作。50俵 5 人扶持。

13代 2 代 村田（春田）清
右衛門 弥四郎惣領

安土へ出仕、御細工御用勤める。秀吉
時代継目の朱印、江州一国諸職人役儀
の巻物を拝領、関ヶ原陣の際、朱印は
屋敷とともに焼失。井伊直政にお目見
え、ためし具足 2領制作。松平忠吉の
ためし具足も制作。井伊直孝のためし
具足 2領も制作し、大坂陣において御
召し。

直孝の御召具足制作。大坂陣に御召し。
春田と改名を命じられる。

14代 3 代 春田（村田）堅
之丞 清右衛門弟

京極高次に仕え、知行100石10人扶持。
兄清右衛門の死後、彦根藩に召し返さ
れ、25石 5 人扶持、鍛冶奉行となる。
ためし具足 2領制作。

兄病死のため召し返され、切米50俵5
人扶持くだされ、鍛冶奉行を命じられ、
彦根細工町へ引っ越し、村田堅之丞と
称す。寛永年中、京橋口御門御鉄物御
用を命じられる。御召具足制作。

15代 4 代 春田猪左衛門 堅之丞惣領

父早世のため幼少期は母方実家、大和
国春田家で養育され細工技術を覚える。
大和国高取の植村出羽守様・松平信綱
へ幕府細工人召し抱えを命じられるも、
元井伊家扶持人のこと申し上げ、石谷
十蔵を通じて井伊家へ召し返され、鍛
冶役、10石 2 人扶持となる。御番具足
1000領、旗指具足72領、70人衆の甲繕
いを13年で仕立てる。その上で、他国
細工を許される。直澄の御召しのため
し具足を命じられる。直興様、御鷹野
の際、居屋敷へ御腰懸、御前にて甲の
お試し上覧。直興の御ためし具足を伜
六郎左衛門に命じられる。

慶安年中、御番具足1000領、70人具足
72領を命じられる。直澄の御召具足制
作。直治、京都上使の際、頬当下地制
作。延宝 6年 6月 2日、直治が御鷹野
の際私宅へ御腰懸、兜の玉試しを命じ
られ玉留まり、御感心の御意をこうむ
る。

春田伝之丞 堅之丞二男 1人扶持

16代 5 代 六郎左衛門 猪左衛門惣
領

元禄10年、直興の御ためし具足制作を
命じられる。

直治の御召具足制作。20俵 3 人扶持。

17代 6 代 猪左衛門 六郎左衛門
惣領

幼年相続により、10俵 2 人扶持。成人
後、直惟・直定の御召具足制作。直定
の京都上使の際、御兜下地制作。その
他具足御用・御番具足御用を勤め、 5
俵加増。

18代 7 代 堅之丞 猪左衛門伜

父の鎚打手伝いにより 1人扶持。宝暦
8年親跡式相続、10俵 2 人扶持、御武
器御修復細工筋命じられる。同10年、
直幸の上使に際し、喉輪下地献上。明
和 4年、御細工所（佐和口多聞櫓）焼
失の節、焼具足の鍛え直しなど命じら
れる。安永 6年、若殿様御召具足御用
により制作。寛政 2年、御武器御手入
れ御用。御用出精により 3俵加増。享
和元年、病死。

19代 8 代 城之助（幾之
介・条之介）

寛政 7年、 1人扶持、鎚打役。同12年、
御武器御手入御用出精。享和元年、親
跡式15俵 2 人扶持。文化 6年、直中、
京都上使の際、吉例の通り、御喉輪下
地を制作献上。同 8年、御番具足新出
来を命じられる。

20代 9 代 辰弥
21代 10代 庄平
22代 11代 伝平

＊表中の略歴 1は「春田家由緒事書」（「春田家文書」）、略歴 2は「甲冑武具細工春田家由緒書」（「春田家文書」）により作成。
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彦根藩扶持人の存在形態

①村田弥四郎  ②山塚清右衛門

③堅之丞  ④春田猪左衛門  ⑤
次男
六郎左衛門  ⑥猪左衛門  ⑦堅之丞  ⑧幾之介  

 

 ⑨辰弥  ⑩庄平  ⑪伝平

 三
養子惣領
郎左衛 

 

次郎兵衛 清兵衛
彦根へ参

（山塚）伝之丞

①
伝之丞惣領
山塚佐右衛門（延宝六年、彦根足軽） 

②山塚兵右衛門（佐右衛門惣領） 

③山塚伝兵衛（兵右衛門養子） 

④山塚佐右衛門（御番ニ上リ源六、伝兵衛次男） 

⑤山塚佐右衛門（源六養子） 

右、当時大久保権内御組手代役相勤ル

【春田家略系図】




